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旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊文館 菊池市文化会館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

菊市所 菊池市役所本庁舎 菊老福 菊池老人福祉センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所
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▼
菊
池
人
は
プ
ロ
野
球・阪
神
に

入
団
す
る
百
﨑
蒼
生
さ
ん
で
す
。

実
は
僕
も
高
校
ま
で
野
球
部
。

現
役
時
代
、泥
だ
ら
け
に
な
り

な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た

こ
と
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
野
球
選

手
の
話
を
聞
い
た
り
写
真
を
撮

っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、と

て
も
楽
し
い
取
材
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。▼
困
難
を
乗

り
越
え
て
、夢
を
叶
え
た
百
﨑

さ
ん
。
話
し
て
く
れ
た
こ
と
の

多
く
が
家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト

へ
の
感
謝
の
思
い
で
し
た
。
早

く
一
軍
で
活
躍
す
る
日
を
願
っ

て
い
ま
す
。▼「
二
十
歳
を
祝
う

集
い
」を
撮
影
。こ
れ
ま
で
に
取

材
を
し
た
人
も
い
て
、時
の
流

れ
を
感
じ
ま
し
た
。
若
者
が
生

き
生
き
と
未
来
を
語
る
姿
見
て
、

挑
戦
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

三
代

制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)1113
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール 
kouhou@city.kikuchi.lg.jp
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インスタグラム

菊池人
百﨑蒼生さん

SDGs通信 わたしたちにできること
2023みんなの
SDGsフェスティバルきくち

税金は必ず納めましょう
市県民税・所得税
申告受け付けが始まります
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

二十歳の誓い

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1/28 29 30 31 1
◆日本遺産パネル展�
～3月15日菊中図
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ

2
●季節の絵本講座
10：30～泗　図

3
●おはなし会
10：30～菊中図

4
■外国人のための
防災防犯講習会
14：00～16：００菊中公

5 6
●9・10カ月児健診
13：00～13：30こ健セ

7
■弁護士無料相談
9：00～正午（要予約）
菊市所総務課
●3歳児健診
13：00～13：30こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

8
■手話通訳者配置�
9：00～12：00 菊市所
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ

9 10
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
●旭志寄席 言葉のち
から １３：00～旭　公

11 建国記念の日
●おたのしみ会
14：00～泗　図

12 振替休日 13
■年金出張相談
10：00～15：00（要予
約）菊市所保険年金課
●3・4カ月児健診
13：00～13：30こ健セ

14 
●1歳6カ月児健診
13：00～13：30こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

15
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ

16
●3歳児健診
13：00～13：30こ健セ
■男女共同参画専門
委員相談�
13：30～16：30（ 要予
約）菊市所 人権啓発・
男女共同参画推進課

17
●えいごのおはなし会
10：30～菊中図
●講演会「本のある人
生」 １４：００～菊中図

18
◆菊池川流域高校生
サミット・地域連携プ
ロジェクト� 11：00～
和水町中央公民館

19
■図書館臨時休館⑰
～29日
◆献血⑮ 9：30～11：00、
12：15～16：00菊市所

20
●9・10カ月児健診
13：00～13：30こ健セ
■身体に障がいのある
人のための相談会�
13：30～15：30菊福館
■認知症サポーター養
成講座� 14：00～

（要予約）菊市所
高齢支援課

21
●1歳6カ月児健診
13：00～13：30こ健セ
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■行政無料相談
10：00～正午泗支所
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

22
■手話通訳者配置�
9：00～12：00菊市所
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ
■認知症介護家族の
つどい�
13：30～15：30（予約）
菊老福高齢支援課

23 天皇誕生日
●旭志公民館まつり
９：00～旭　公
◆菊池のしらべ2023
１０：00～
菊池松囃子能場
●リサイクル本販売他
13：00～旭　図

24

25 26
◆献血⑮
9：30～正午泗支所
■納付相談夜間窓口�
～20：00 ～29日
菊市所

27
■もの忘れ相談会�
14：00～15：30（要予
約）菊市所高齢支援課
●2歳6カ月児歯科教室
13：20～13：40こ健セ
■年金出張相談
10：00～15：00（要予
約）菊市所保険年金課

28
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

29
◆すくすく講座�
10：30～11：30児童セ

3/1 2

3 4 5 6
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

7 8 9



Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
1月7日に行われた「二十歳
を祝う集い」を取材。一生
に一度の晴れ舞台で、晴れ
着に身を包んだ参加者を撮
影しました。友人との再会
を喜んだり両親との記念撮
影を楽しんだりする若者たち。
式典では「希望に満ちた未
来に向かって突き進みたい」
と、決意を新たにしていまし
た。（関連４～５㌻）

３ 菊池人　百﨑蒼生さん

４ 令和６年菊池市二十歳を祝う集い

二十歳の誓い
6 市県民税・所得税 申告受け付けが始まります
8
9

青少年育成推進員だより　輝けきくち
スポーツ推進委員だより　エンジョイスポーツ

10 【作文】プラチナ未来人財育成塾
12 【作文】生徒体験発表作文

13 SDGs 通信

14
15

健康だより 寒い冬でも、心と体を健康に／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

16
17

文芸きくち
KiCROSSだより

１8
１9

人権・同和教育シリーズ／農業委員会だより
南北朝・菊池一族歴史街道
地域おこし協力隊を紹介します！

20

～

25

情報つう
▼お知らせ　埋蔵文化財包蔵地内の開発は届け出が必要です／菊
池税務署からのお知らせ／新型コロナワクチン無料接種は令和6年
3月31日㈰で終了します／令和５年度の注射が済んでいない犬の飼
い主へ／軽自動車の廃車・変更・移転手続きはお済みですか／２月の

「税」の納期限２月２９日㈭／ひとり親世帯の皆さんへ／子育て世帯
生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外）／道路にはみ出した樹木は
せん定・伐採してください／市道の危険箇所を発見したらご連絡くだ
さい／市役所本庁舎窓口に手話通訳者を配置しています／運転免許
証の自主返納を考えている人へ／医療費通知（医療費のお知らせ）
を送付します／新しい家族を待っています／お詫びと訂正
▼募集　放送大学４月生募集／令和５年度第３回市営住宅補充入
居者募集／熊本さわやか大学校入学生募集／市商工会館で新たな
挑戦をしてみませんか／第23回くまもと障がい者スポーツ大会参加
者募集／市身体障害者福祉協議会会員募集
▼相談　身体に障がいのある人のための相談会／ひとりで悩まな
いで男女共同参画専門委員相談／認知症介護家族のつどい／納付
相談夜間窓口を開設します／もの忘れ相談会
▼講演講習　認知症サポーター養成講座
▼イベント　菊池川流域高校生サミット・地域連携プロジェクト／
わいふ一番館展示ギャラリー／鞠智城跡特別研究成果報告会／未
就学児のためのすくすく講座／日本遺産パネルを展示します／あお
ぞら自然教室「大地のメモリア」作品展／きくち桜マラソン大会
市民の広場

26
27

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

28 TOPICS～まちの話題～
30
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

※ 読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

納付相談夜間窓口が
予約制に変わります

４月
から

　平日昼間に金融機関や郵便局に市税や保険
料などを納めに行く時間がない人や納付につい
て相談がある人のために、毎月25日～月末に
夜間窓口を開設していましたが、4月から予約
制で納付相談のみに変わります。

毎月25日～月末　午後５時15分～８時に常設
※㈯㈰㈷、年末年始を除く

事前予約（前日まで）があった場合のみ開設します。
納付はできませんのでご注意ください。

【開設期間】毎月25日～月末 午後５時15分～８時
※㈯㈰㈷、年末年始を除く

債権管理課 徴収・相談係
☎0968（25）7208

【予約方法】 電話か申し込みフォーム
（右記二次元コード）から予
約をしてください。

【納付相談】 市県民税、軽自動車税、固定資産税、
国民健康保険税、介護保険料、後期
高齢者医療保険料

現　在

４月から

申し込み・問い合わせ先

令和５年12月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,806人 －34
　 菊池：23,250人 －29
　 七城： 4,964人 －10
　 旭志： 4,124人 6
　 泗水：14,468人 －1
男　性：22,530人 6
女　性：24,276人 －40
世　帯： 20,228世帯 11

年齢別人口 
0～14歳 5,754人 12%
15～64歳 24,904人 53%
65歳以上 16,148人 35%

自然増減 社会増減
出  生：20 転  入： 98
死  亡：47 転  出：102

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

31 2

　
「
今
を
頑
張
れ
ば
い
つ
か
き
っ
と
う
ま
く

い
く
。
そ
う
思
っ
て
野
球
を
続
け
て
き
ま
し

た
」。
昨
年
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

阪
神
か
ら
4
位
指
名
を
受
け
た
強
打
好
守
の

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ッ
プ
は
、幼
い
頃
か
ら
憧
れ

て
い
た
夢
の
世
界
に
飛
び
込
む
。

　

小
３
か
ら
野
球
漬
け
の
毎
日
を
送
り
、全

国
屈
指
の
名
門
、東
海
大
相
模（
神
奈
川
県
）

に
日
本
一
を
目
指
し
進
学
。
１
年
秋
か
ら
主

力
と
し
て
活
躍
し
た
が
、周
囲
と
の
温
度
差

に
悩
ん
だ
。「
試
合
に
負
け
て
平
然
と
し
て

い
る
仲
間
も
い
て
、こ
こ
で
成
長
で
き
る
の

か
と
焦
り
が
あ
り
ま
し
た
」。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
に
厳
し
い
声
を
掛
け
る
こ
と
も
増
え
次
第

に
孤
立
、高
校
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
も
う
一
度
野
球
が
し
た
い
」。
母
や
中
学

時
代
の
コ
ー
チ
な
ど
の
助
け
も
あ
り
、２
年

春
に
東
海
大
熊
本
星
翔
へ
転
入
。
チ
ー
ム
の

輪
に
入
れ
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、新
し
い
仲

間
は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。「
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
甲
子
園
に
行
く
と
心
に
誓
い
ま
し
た
」

　

転
校
後
は
日
本
高
野
連
の
規
定
で
1
年
間

公
式
戦
に
出
場
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
練
習

に
励
み
、裏
方
と
し
て
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
続

け
た
。
昨
年
の
夏
に
や
っ
と
迎
え
た
公
式
戦
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
戦
え
る
最
初
で
最
後
の
大

会
で
は
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
、念
願
の

甲
子
園
の
土
を
踏
ん
だ
。

　

今
は
リ
ー
グ
開
幕
に
向
け
、キ
ャ
ン
プ
地

の
沖
縄
で
汗
を
流
し
て
い
る
。「
星
翔
で
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
仲
間
の
お
か
げ

で
今
の
自
分
が
あ
る
。
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
目
の
前
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
」。

新
し
い
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

阪神タイガース ドラフト４位 内野手

百﨑 蒼生さん

1_ 昨年12月に母校・菊池南中学校を訪問。野球部の生徒たちに指導した ２_ 好きな食
べ物は母・真

ま

由
ゆ

美
み

さんの作るオムライスとチャーハン ３_「東海大熊本星翔で一緒にプ
レーした仲間はこれからの人生の宝物になると思います」と百﨑さん

頑張るときは
いつも“今”

Profile　ももさき・あおい
平成17年9月11日生まれ。右投右打 内野手 178㌢77㌔。
高校通算39本塁打。亡き父・大

だい

輔
すけ

さんの影響を受け小３から
野球を始めた。菊池南中時代は硬式・泗水ボーイズに所属。
春夏通算5度の甲子園優勝を誇る東海大相模高（神奈川県）
で１年秋の予選から3番・遊撃手として活躍。神奈川県大会優
勝､関東８強に貢献した。2年の春、東海大熊本星翔に転入。
3年の夏、熊本県大会で優勝を果たし、見事甲子園に出場した。
市出身のプロ野球選手は3人目。好きな芸能人は小

こ

池
いけ

栄
えい

子
こ

。
息抜きは友達とビリヤードをすること。片角区出身。18歳。

3 22024 February広報きくち2024 February広報きくち



令和６年菊池市二十歳を祝う集い

誓
い
の
言
葉

誓
い
の
言
葉

1

56

2

3

47

8
9

10

12

人
生
の
節
目
20
歳
、気
持
ち
新
た
に

　

令
和
６
年
菊
池
市
二
十
歳
を
祝
う
集
い

が
1
月
７
日
、菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。
晴
着
を
着
た
５
３
２
人

の
若
者
が
二
十
歳
の
門
出
に
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、実
行
委
員
紹
介
の
後
、委
員

長
の
中な

か

原は
ら

巧た
く

斗と

さ
ん（
広
瀬
）が
あ
い
さ
つ
。

「
今
日
と
い
う
日
を
胸
に
刻
み
、感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、大
人
と
し
て
自
覚
あ
る
行

動
に
努
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

水み
ず

元も
と

愛ま
な

望み

さ
ん（
上
出
田
）の
開
式
宣
言

の
後
、江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
が「
社
会
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
よ
う
と
、皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ゆ

る
ぎ
な
い
信
念
と
自
信
を
持
っ
て
、自
身
の

夢
や
希
望
に
向
か
い
、悔
い
の
な
い
人
生
を

切
り
拓
い
て
い
た
だ
き
た
い
」と
式
辞
。
中

学
校
時
代
の
恩
師
も
駆
け
つ
け
、エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
が
制
作
し
た
中
学
校
ご
と
の

思
い
出
を
ま
と
め
た
ム
ー
ビ
ー
を
上
映
。
懐

か
し
い
写
真
に
会
場
で
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

赤
星
宗
虎
さ
ん（
茂
藤
里
）、髙
木
す
み
れ

さ
ん（
菊
池
平
野
）が「
二
十
歳
の
誓
い
」を

述
べ
た
後
、山や

ま

口ぐ
ち

雅ま
さ

斗と

さ
ん（
間
所
）、増ま

す

永な
が

大お
お

真ま

さ
ん（
永
出
分
）の
交
通
安
全
宣
言
、奥お

く

村む
ら

蘭ら
ん

乃の

さ
ん（
久
米
一
出
身
）の
閉
式
宣
言

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
現
在
私
は
、看
護
師
に
な
る
と
い

う
夢
を
持
ち
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、早
く
看
護
師
に
な
り
た

い
一
心
で
い
ま
し
た
が
、積
み
重
な

る
課
題
と
学
習
の
難
し
さ
、命
を
預

か
る
職
業
を
目
指
す
者
と
し
て
、道

の
り
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
頑
張
り
続
け
ら
れ
る

の
は
、仲
間
や
指
導
を
し
て
く
れ
る

先
生
、看
護
師
の
皆
さ
ん
、そ
し
て

家
族
や
友
人
の
お
か
げ
で
す
。
日
々
、

周
り
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
目
標

に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
の
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　
大
人
の
仲
間
入
り
は
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
子
ど
も
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
行
動
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
は
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
れ
ま
で
ど
ん
な
に
迷

惑
を
か
け
て
も
常
に
愛
情
を
注
ぎ
、

育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
を
す
る

と
と
も
に
、今
後
夢
を
叶
え
、み
ん

な
に
必
要
と
さ
れ
る
人
に
な
る
こ
と

を
宣
言
し
、誓
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。

　
本
日
、二
十
歳
を
迎
え
た
私
た
ち

が
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
に
あ
た
り
、こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
式
典
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

私
は
、高
校
を
卒
業
後
、熊
本
市

役
所
に
就
職
し
ま
し
た
。
日
々
、市

民
の
皆
さ
ん
と
関
わ
る
業
務
を
し
な

が
ら
、仕
事
の
重
み
や
自
身
の
行
動

へ
の
責
任
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
る
傍
ら
、

教
員
に
な
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
通
し
て
培
っ
て

き
た
知
識
や
能
力
を
生
き
か
し
て
、

行
動
に
責
任
を
持
ち
、社
会
の
一
員

と
し
て
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
前
進

し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、多
く
の
皆

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

成
人
と
し
て
の
決
意
と
自
覚
を
持
ち
、

一
歩
一
歩
前
進
し
、こ
れ
か
ら
の
希

望
に
満
ち
た
未
来
に
向
か
っ
て
突
き

進
む
こ
と
を
誓
い
、二
十
歳
の
誓
い

の
言
葉
と
し
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
未
来
に

向
か
っ
て
突
き
進
む

夢
を
叶
え
、社
会
に

必
要
な
人
に
な
り
た
い

赤あ
か

星ほ
し

宗む
ね

虎と
ら

さ
ん

髙た
か

木き

す
み
れ
さ
ん

1・3・4・6・7・8・9・10_ 二十歳を迎え晴れやかな表情の出席者た
ち 2_式典後、母校の中学校ごとに集合写真を撮影 5_実行委員
の皆さん。（順不同）中原巧斗さん、水元愛望さん、髙木すみれさ
ん、赤星宗虎さん、山口雅斗さん、増永大真さん、奥村蘭乃さん、

司会進行は平
たいら

美
み

月
づき

さん（西正観寺）、新
あらた

七
なな

海
み

さん（下橋田）、坂
さか

本
もと

慎
しん

之
の

介
すけ

さん（川下）、坂
さか

本
もと

愛
あい

莉
り

さん（川下）、田
た

中
なか

萌
もえ

望
み

さん（富の原
中央）が務めた 11_ 恩師からの言葉に会場は盛り上がりを見せ
た 12_式典であいさつをする実行委員長の中原巧斗さん

11
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令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に

住
所
が
あ
る
人
で
前
年
中
に
次
の
所

得
が
あ
っ
た
人

▼ 

営
業
、農
業
、不
動
産
、配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

▼ 

給
与
所
得
者
で
そ
の
他
の
収
入
が

あ
っ
た
人

▼ 
日
雇
い
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

退
職
し
、再
就
職
し
て
い
な
い
人（
年

末
調
整
が
未
済
で
控
除
な
ど
の
追

加
が
あ
る
人
）

▼ 

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課

税
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
た
人

▼ 

公
的
年
金
受
給
者
で
社
会
保
険
料

な
ど
の
控
除
を
受
け
る
人
や
他
の

収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

世
帯
主
が
市
外
へ
単
身
赴
任
な
ど

で
転
出
し
て
い
る
家
族
の
人

▼
収
入
が
な
か
っ
た
人
な
ど

▼ 

税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人

▼ 

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、事
業
主

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
本
市
に

提
出
さ
れ
て
い
る
人（
年
末
調
整
済

の
人
）

▼ 

収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
所
得
控

除
の
必
要
が
な
い
人

▼ 

市
在
住
の
親
族
の
税
法
上
の
扶
養

に
な
っ
て
い
る
人

▼�

収
入（
所
得
）を
証
明
で
き
る
資
料

▼�

源
泉
徴
収
票（
給
与
、公
的
年
金
な

ど
）、支
払
証
明
書

▼�

収
支
内
訳
書（
農
業
や
営
業
な
ど
の

事
業
所
得
、不
動
産
所
得
が
あ
る
人
）

▼�
保
険
料
支
払
証
明
書（
生
命
保
険
、

地
震
保
険
、社
会
保
険
な
ど
）

▼�

医
療
費
控
除
用
明
細
書（
病
院
ご
と

に
金
額
を
計
算
し
た
も
の
）

▼�

所
得
控
除
の
確
認
の
た
め
必
要
な

資
料（
障
害
者
手
帳
な
ど
）　　

▼�

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
運

転
免
許
証
、公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
な
ど
）

▼�

利
用
者
識
別
番
号（
税
務
署
か
ら
届

い
て
い
る
人
の
み
）

▼ 

そ
の
他
、申
告
に
必
要
な
資
料

森
林
環
境
税
の
創
設

　

森
林
の
整
備
お
よ
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
施
策
の
財
源
に
充
て
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
国
税
で
す
。
住
民
税

（
市
県
民
税
）の
均
等
割
と
あ
わ
せ
て

年
間
千
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

等
に
基
づ
き
、均
等
割
に
千
円
が
上
乗

せ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
ち
ら
は
令
和

5
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
や
譲
渡

所
得
に
係
る
課
税
方
式
の
統
一

　
所
得
課
税
方
式
に
つ
い
て
、所
得
税

と
住
民
税
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
等

の
見
直
し

　

扶
養
控
除
の
対
象

と
な
る
国
外
居
住
親

族
の
要
件
が
厳
格
化

さ
れ
ま
し
た
。

２
月
　
日
㈮
16

15
３
月
　
日
㈮

【問い合わせ先】 税務課市民税係 ☎0968（25）7206

午
前
８
時
40
分
～
11
時
、午
後
１
時
～
４
時

本
庁
舎
、各
支
所
※ 

申
告
の
受
け
付
け
は
平
日
の
み

収入なし

主に年金収入

主に給与収入

・ 事業所得（農業、営業など）
・不動産所得
・雑所得
・一時所得
・利子所得
・配当所得
・総合譲渡所得

非課税収入のみ

・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得
・株式等の譲渡・配当所得
・ 住宅借入控除（初年度）
・山林所得
※ 確定申告が不要な場合もあ

ります

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

税務署で
確定申告

（関連20㌻）

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

申告不要

申告不要

申告不要

申告不要

・ 年金収入のみで148万円（65歳未満は98万円）
以下である

・ 誰の税法上の扶養にもなっていない
・ 菊池市以外の親族の税法上の扶養になっている

・ 誰の税法上の扶養にもなっていない
・ 菊池市以外の親族の税法上の扶養になっている

・ 年金収入のみで148万円（65歳未満は98万円）
超、400万円以下

・ 年金収入が400万円以下で、他の所得（20万円
以下）がある

・ 年金収入のみで400万円を超える

・ 年金収入以外の所得が20万円を超える
　（年金収入金額に関係なく）

・ 年末調整が済んでいる（１カ所からの給与のみ）
・ 給与収入が93万円以下

・ 給与収入以外の所得が20万円以下である

・ 所得金額より控除が多い場合
　（所得税が課税されない）

・ 所得金額より控除が少ない場合
　（所得税が課税される）

・ 菊池市在住の親族の税法上の扶養になっている

・ 菊池市在住の親族の税法上の扶養になっている

・ 年末調整の内容に変更がある
・ 年末調整できない控除がある
　（医療費控除、雑損控除、寄付金控除など）
・ ２カ所以上から給与をもらっている
・ 年末調整が済んでいない
　（給与収入93万円以下も含む）  
・ 給与収入が2千万円を超える 
・ 給与収入以外の所得が20万円を超える
　（給与収入金額に関係なく） 

菊
池
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
6
年
1
月

1
日
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト

令
和
5
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

はい

・ この表は、簡易に判断する場合のフローチャートです。不明な点はお問い合わせください。
・ 納めすぎた所得税の還付申告を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。
・ 雑損控除を受ける場合は税務署に案内する場合もあります。
・ 給与や年金収入により所得税および住民税が非課税となる場合、または菊池市在住の親族の税法上の扶養

となっている場合は申告不要です。
・ 収入なし、非課税収入のみの場合は、市でその事実を把握することができないため、申告が必要となります。
（※本市在住の親族の扶養者を除く）

国税庁ホームページ
「 確定申告書等作成
コーナー」へアクセス！

いいえ

令
和
6
年
１
月
１
日
現
在
、菊
池
市
に
住
ん
で
い
た

遺族年金、障害年金、
失業給付金など

ホームページ
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.61

第21回な
名
に
し
負
う

　

 

石
門
く
ぐ
れ
ば

　
　
　
　
　

 

円
通
寺

「
青
少
年
健
全
育
成
五
訓
」が

改
訂
さ
れ
ま
し
た
！

４
年
ぶ
り
に
開
催
！

か
る
た
大
会

円
通
寺（
旭
志・岩
本
）　

　
平
安
時
代
中
期
の
１
０
７
１（
延

久
３
）年
に
、菊
池
初
代
則の

り

隆た
か

公
が

創
建
。菊
池
氏
の
衰
退
に
よ
り
一
時

さ
び
れ
ま
し
た
が
、１
６
６
７（
寛

文
７
）年
に
春
山
和
尚
が
再
興
。
入

口
に
か
か
る
石
門（
江
戸
期
、県
指

定
文
化
財
）に
あ
る「
円
通
」の
字
は
、

春
山
和
尚
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

ま
し
た
。推
進
員
も
審
判
員
と
し
て

奮
闘
し
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
２
日
、市
内
全
小
学
校

29
チ
ー
ム
、95
人
の
児
童
が
参
加
し
、

緊
迫
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

※ 

掲
示
用
プ
リ
ン
ト
が
必
要
な
人
は
、生

涯
学
習
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　

平
成
17
年
に
４
市
町
が
合
併
し
、

新
し
い
菊
池
市
に
な
っ
て
、20
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、合
併

前
か
ら
活
動
し
て
お
り
、当
時
の
推

進
員
が
作
成
し
た「
青
少
年
健
全
育

成
五
訓
」は
20
年
以
上
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
糧
と
し
て
引
き
継
が
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特

に
子
ど
も
の
五
訓
は
、夕
方
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
放
送
で
紹
介
さ
れ
、す
っ
か

り
定
着
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、時
代
の
流
れ
で
私
た
ち

の
生
活
や
家
族
の
在
り
方
な
ど
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
青
少
年
育
成
市

民
会
議
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
や
策
定
当
時
の
推
進
員
の
思
い

を
受
け
、時
代
の
変
化
や
学
校
の
指

導
内
容
を
考
慮
し
な
が
ら
、現
推
進

員
会
で
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、本

年
度
の
総
会
で「
新
五
訓
」の
改
訂

を
承
認
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、令
和
６
年
１
月
１

日
よ
り
、ま
ず
市
内
の
小
中
高
等
学

校
や
区
長
会
、市
関
連
団
体
お
よ
び

施
設
に
新
五
訓
の
掲
示
と
啓
発
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、１
月
か
ら
の
夕
方
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
放
送
で
は「
新
五
訓
」を
流

し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も

の
五
訓
だ
け
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た

が
、大
人
の
五
訓
の
周
知
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
か
ら
、大

人
の
五
訓
も
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
、市
民
の
皆
さ
ん
に
改
訂
の

経
緯
を
説
明
し
、今
後
は
、青
少
年

育
成
市
民
会
議
の
活
動
の
中
で
、さ

ら
に
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、こ
れ
を
機

会
に
、市
の
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
、
市
民
一
人
一
人
が
自
覚
し
、

協
力
し
合
い
な
が
ら
、人
と
し
て
の

温
も
り
の
あ
る
、明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
意
識
を
改
め
て
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
推
進
員
会
長

稲い
な

田だ

益ま
す

城き

　

  

菊
池
市
青
少
年
健
全
育
成
五
訓

◆
菊
池
市
の
子
ど
も
は

一
、気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
。

二
、 早
寝
早
起
き
を
し
、朝
の
食
事

は
き
ち
ん
と
食
べ
よ
う
。

三
、一
日
一
つ
、よ
い
こ
と
を
し
よ
う
。

四
、自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
。

五
、友
達
を
大
事
に
し
よ
う
。

◆
菊
池
市
の
大
人
は

一
、子
ど
も
た
ち
に
一
日
一
声
か
け
よ
う
。

二
、 家
族
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
う
時
間

を
作
ろ
う
。

三
、地
域
の
行
事
に
親
子
で
参
加
し
よ
う
。

四
、働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
よ
う
。

五
、郷
土
の
歴
史
を
知
り
、菊
池
で  

　

  

育
つ
誇
り
を
持
た
せ
よ
う
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
□

■
■
■
■
■
■
■
■
■
□

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

大
会（
９
月
29
日
～
10
月
１
日
）

熊
本
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
修
会（
12
月
２・３
日
）

地
区
別
研
修
会（
12
月
９
日
）

菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
モ
ル
ッ
ク

大
会（
11
月
19
日
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

問い合わせ先

No.53

出場したスポーツ推進委員の皆さん

審判としてモルック大会に携わりました研修で学んだことを今後の活動に生かします

救命救急法の実技研修モルック競技

中尾委員

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

　

長
野
県
下
諏
訪
町
で
開
催
さ
れ

た
第
32
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
に
、菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
26
市

町
の
代
表
１
１
１
ク
ル
ー
に
よ
る

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
３
ク
ル
ー
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
良
い
結
果
は
出
ま
せ
ん
で
し

た
が
、と
て
も
充
実
し
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
第
33
回
大
会
は
鹿
児
島

県
薩
摩
川
内
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

菊
池
支
部  

松ま
つ

山や
ま

裕ひ
ろ

史し

　

菊
池
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

２
０
２
３
菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
モ
ル
ッ

ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学

生
の
部
11
チ
ー
ム
、中
学
生
の
部
２

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も
審
判
と
し

て
運
営
に
携
わ
り
、子
ど
も
た
ち
の

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
、素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
開
催
予
定
で
す
。
た
く

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
１
日
目
の
午
前
は
、城
北
高
校
チ

ア
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
歓
迎
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

日
本
代
表
の
岡お

か

山や
ま

春は
る

紀き

さ
ん
に
よ

る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

自
発
的
に
取
り
組
む
た
め
に
」と
題

し
て
、中な

か

尾お

雄ゆ
う

一い
ち

委
員
が
菊
池
市
を

代
表
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
実
技
研
修
が
行
わ
れ
、

ダ
ン
ボ
ル
ッ
ク（
室
内
モ
ル
ッ
ク
）

や
囲
碁
ボ
ー
ル
の
他
、ラ
ン
ニ
ン
グ

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
旭
志
体
育
館
で
、地
区
別
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
人
権
学
習
で
の
動

画
視
聴
の
他
、日
本
赤
十
字
社
よ
り

講
師
を
お
招
き
し
、救
命
救
急
法
に

つ
い
て
実
技
を
交
え
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
実
技
研
修
で
は
、私
た
ち
も
普
及

活
動
を
し
て
い
る
モ
ル
ッ
ク
を
行
い
、

た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
、第
61
回
熊

本
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
大

会
が
山
鹿
市
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
モ
ル
ッ
ク
競
技
に
つ
い
て
は
、市

民
体
育
大
会
の
競
技
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
今
年
の
大
会
で
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

菊
池
支
部  

藤ふ
じ

崎さ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

旧

NEW
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作　文作　文

　

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
異
な
る
場
所
に

住
ん
で
い
る
全
国
各
地
の
参
加
者
と
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
、地
球
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

私
は
、地
球
の
未
来
を
守
る
た
め
に
は
、

一
人
一
人
の
意
識
と
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を「
考
え
続
け
る
こ
と
」「
行
動

す
る
こ
と
」が
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
は
、レ
ジ
袋
と
マ
イ
バ
ッ

グ
で
は
、ど
ち
ら
が
環
境
に
良
い
と
考

え
ま
す
か
。
実
は
こ
れ
は
消
費
者
の
使

い
方
次
第
で
環
境
負
荷
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
は
使
い
捨
て
で

す
が
、マ
イ
バ
ッ
グ
は
繰
り
返
し
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、レ

ジ
袋
を
何
度
か
利
用
し
、さ
ら
に
最
後

に
ご
み
袋
と
し
て
利
用
し
て
捨
て
た

場
合
は
、ご
み
袋
の
分
の
環
境
負
荷
は

小
さ
く
な
り
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
は
丈

夫
に
作
ら
れ
る
代
わ
り
に
環
境
負
荷

も
大
き
く
、少
し
の
回
数
し
か
使
わ
な

か
っ
た
場
合
、レ
ジ
袋
の
環
境
負
荷
を

大
幅
に
上
回
り
ま
す
。

　
「
考
え
続
け
る
こ
と
」。
こ
れ
が
今
回
、

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加

し
て
学
ん
だ
こ
と
で
、特
に
伝
え
た
い

こ
と
で
す
。

　
私
が
伝
え
た
い
こ
と
は
、答
え
が
あ

る
問
題
は
少
な
く
、答
え
と
い
う
の
は

一
つ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
学

校
で
は
、基
本
的
に
答
え
が
あ
る
問
題

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
か
し
、世
の
中
の
問
題
は
、答
え
が

あ
る
方
が
少
な
い
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、そ
の
お
話
を
聴
い

て
、世
界
は
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
ず
っ
と
多
面
的
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、物
理
学
と
い
っ
て
も
、力
学
、

量
子
力
学
、相
対
性
理
論
な
ど
多
く
の

分
野
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
つ

ま
り
物
事
は
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る

よ
り
も
多
く
の
視
点
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、視
点
の
数
だ
け
答
え
が

あ
り
、百
点
満
点
の
答
え
な
ん
て
な
い

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
が
難

し
い
問
題
に
直
面
し
た
と
き
に
す
べ

　
私
は
、こ
の
こ
と
を
今
ま
で
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
は
も
っ
と
環
境

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
十
分
に
学
び
、

考
え
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
地
球
を
身
近

な
問
題
と
し
て
捉
え
、解
決
の
た
め
に

意
識
し
考
動
し
て
い
け
ば
、二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
は
大
幅
に
削
減
で
き
る

の
で
す
。

　

例
え
ば
、身
近
な
問
題
と
し
て
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
地
域
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
分
別
が
あ
り
ま
す
が
、汚
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
洗
っ
て
出
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
一
人
一
人
の
小
さ
な
心
掛

け
が
地
球
の
未
来
を
変
え
る
一
歩
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
球
の
た
め

に
も
全
員
が
心
掛
け
、一
人
一
人
の
力

を
積
み
重
ね
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
地
球
の
現
状
の
問
題
に
つ

い
て
幅
広
い
世
代
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

き
こ
と
は
、考
え
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
私
た
ち
は
難
し
い
問

題
に
直
面
し
た
と
き
、あ
ま
り
考
え
ず

に
す
ぐ
に
答
え
を
出
し
が
ち
で
す
。
し

か
し
、楽
な
方
に
行
く
の
で
は
な
く
、

考
え
続
け
て
な
る
べ
く
百
点
に
近
い

答
え
を
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
、何
事
も

良
い
方
向
に
向
か
わ
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
、ま
さ
に
今
難
し
い
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、進
路
に
つ

い
て
で
す
。
人
生
を
左
右
す
る
重
要
な

選
択
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　

私
自
身
、高
校
卒
業
後
の
進
路
と
し

て「
進
学
」「
就
職
」「
起
業
」な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
考
え
て
お
り
、い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
る
と
、正
直
ど

れ
が
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、こ
れ
ら
の
問
題
か

ら
逃
げ
ず
に
考
え
続
け
て
、よ
り
良
い

答
え
を
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

生
き
て
い
る
と
、
問
題
は
無
数
に

　

そ
し
て
、こ
の
研
修
で
学
ん
だ
、意

識
し
、考
え
、行
動
す
る
と
い
う
こ
と

は
、生
徒
会
活
動
で
も
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
菊
池
北

中
で
は
、月
に
一
回
生
徒
集
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、今
ま
で
は
委
員
会
の
活

動
報
告
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、私
が

生
徒
会
長
に
な
っ
た
時
、せ
っ
か
く
全

員
が
集
ま
る
の
に
活
動
報
告
だ
け
で

は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、他
に
何
か

で
き
な
い
か
考
え
ま
し
た
。
学
年
を
超

え
、立
場
を
超
え
て
人
と
人
と
が
つ
な

が
る
こ
と
を
目
指
し
て
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

す
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、生
徒

集
会
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
人
が
増
え

ま
し
た
。

　

今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾

で
学
ん
だ
問
題
や
課
題
を
意
識
し
考

え
続
け
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
行

動
し
ま
す
。
そ
し
て
、今
以
上
の
自
分
、

学
校
に
向
か
っ
て
成
長
し
て
い
き
、地

域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

降
っ
て
き
ま
す
。
自
分
次
第
で
、今
の

時
代
は
簡
単
に
問
題
か
ら
目
を
背
け
、

楽
に
生
き
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
問
題
か
ら
目
を
背
け
ら
れ

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、問
題
に
つ
い
て

考
え
続
け
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
の

で
す
。
人
生
も
社
会
も
持
続
可
能
な
世

界
へ
向
か
う
た
め
に
、今
、最
も
重
要

な
こ
と
な
の
で
す
。

　
人
間
は
考
え
る
葦
で
す
。
考
え
る
こ

と
は
、人
間
の
持
つ
最
も
偉
大
な
力
で

す
。
ぜ
ひ
そ
の
力
を
使
っ
て
よ
り
良
い

答
え
を
導
き
ま
し
ょ
う
。

菊池北中学校３年　緒
お

方
がた

咲
さく

良
ら

菊池北中学校３年　津
つ

川
がわ

卓
たく

巳
み

今以上の自分、学校、地域に向かって考え続けること
参加報告参加報告

プラチナ未来人財育成塾プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち11
月～３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。

未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来
人財育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち11
月～３月号で、参加した生徒の報告書を紹介します。

プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し
た
市
の

代
表
生
徒
が
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
29
㌻
に

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

11 102024 February広報きくち2024 February広報きくち



作　文

　
社
会
福
祉
科
で
学
び
、一
年
半
が
過
ぎ
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
中
、や
は
り
一

番
大
切
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
に
車
い
す
利
用
の
高

齢
の
男
性
が
よ
く
う
ど
ん
を
食
べ
に
来
店
さ

れ
ま
す
。
あ
る
日
男
性
が
食
べ
終
わ
り
、お
盆

を
返
却
す
る
際
、近
く
に
座
っ
て
い
た
女
性

が
優
し
い
声
で「
私
が
代
わ
り
に
返
し
ま
す

よ
」と
声
を
掛
け
ま
し
た
が
、男
性
は「
い
い
え
、

自
分
で
で
き
る
の
で
大
丈
夫
で
す
」と
笑
顔
で

返
し
ま
し
た
。
し
か
し
女
性
は「
危
な
い
で
す

か
ら
」と
半
ば
強
引
に
お
盆
を
手
に
取
り
ま

し
た
。
す
る
と
、男
性
が
大
き
な
声
で「
触
る

な
！
」と
叫
び
ま
し
た
。
普
段
は
と
て
も
優
し

い
方
が
眉
間
に
皺
を
寄
せ
て「
そ
う
い
う
行
為

は
大
嫌
い
な
ん
だ
。
俺
が
何
も
で
き
な
い
人

間
だ
と
勝
手
に
思
う
な
よ
！�

自
分
で
で
き
る
。

無
理
な
ら
店
員
に
自
分
で
助
け
を
求
め
ら
れ

る
！
」と
声
を
荒
げ
ま
し
た
。
女
性
は
深
々
と

謝
罪
さ
れ
た
た
め
、そ
の
場
は
収
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
男
性
が
お
盆
を
返
却
に
来
ら
れ
、私

に「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
も
し
助
け
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
お
願
い
ね
」と
言
い
、帰
ら

れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
行
っ
た
介
護
実
習
で
も
同
じ
よ
う

な
体
験
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
実
習

先
に
骨
粗
し
ょ
う
症
の
Ａ
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
と
て
も
骨
が
も
ろ
い

状
態
だ
っ
た
た
め
、ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
に

車
い
す
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、Ａ
さ
ん
は

と
て
も
自
立
心
が
高
く「
自
分
で
歩
く
、絶
対

に
乗
り
た
く
な
い
！
」と
拒
絶
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、職
員
さ
ん
は
Ａ
さ
ん
に「
こ

こ
は
私
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
私
の
代
わ
り
に
あ
そ

こ
の
洗
濯
物
を
た
た
ん
で
頂
け
ま
す
か
」と

声
を
掛
け
る
と
、Ａ
さ
ん
は「
分
か
っ
た
」と

納
得
さ
れ
ま
し
た
。
介
助
の
後
、職
員
さ
ん
か

ら「
介
護
の
現
場
で
は
、行
動
一
つ
で
怪
我
を

引
き
起
こ
し
、命
に
関
わ
る
危
険
性
が
あ
る

か
ら
、拒
絶
を
さ
れ
て
も
安
全
策
を
取
り
ま
す
。

命
が
最
優
先
だ
か
ら
ね
。
た
だ
、利
用
者
さ
ん

が
快
く
理
解
し
て
く
だ
さ
る
た
め
に
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
」と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
他
の
人
に
手
伝
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、

本
人
の
意
思
を
伴
わ
な
け
れ
ば
苦
痛
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、介
護

の
場
面
で
は
命
が
最
優
先
と
な
る
た
め
、危

険
を
伴
う
場
合
に
は
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、利
用
者
さ
ん
の
自

尊
心
を
傷
つ
け
ず
、ス
ト
レ
ス
緩
和
に
繋
げ

る
た
め
の
方
法
を
見
つ
け
実
践
す
る
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
習
先
で
行
わ
れ
て
い
た
、洗
濯
物
や
新

聞
紙
で
の
ゴ
ミ
箱
作
り
な
ど
、一
人
一
人
の

性
格
や
身
体
状
態
に
あ
っ
た
役
割
作
り
は
と

て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
役
割
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
け
が
大
切
な
の
で
は

な
く
、職
員
の
方
や
私
た
ち
実
習
生
が
そ
ば

に
寄
り
添
い
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が

ス
ト
レ
ス
の
緩
和
や
自
尊
心
の
維
持
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
洗

濯
物
を
干
さ
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
寄
り
添
い

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
伝
え
る
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
話
す
こ
と
の
な
か
っ
た

Ａ
さ
ん
が
と
て
も
笑
顔
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
よ

う
な
関
わ
り
を
重
ね
た
こ
と
で
、実
習
５
日

目
ま
で
は「
初
め
ま
し
て
」だ
け
だ
っ
た
認
知

症
の
方
が
６
日
目
以
降「
あ
な
た
が
来
る
の

を
待
っ
て
た
の
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
、最
終
日
に
は
私
の
手
を
握
り「
ま

た
来
て
ね
」と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
時
の
感
動
と
嬉
し
さ
は
今
で
も
胸
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
体
験
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
」と
い
う
こ
と
の
本
当
の
意
味
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
障
害
が
あ
る
方
や
介
護
を

必
要
と
す
る
方
は
い
つ
も
助
け
を
求
め
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
動
作

は
み
ん
な
と
同
じ
で
自
分
で
行
う
の
が
当
た

り
前
で
あ
り
、支
援
が
必
要
な
時
に
は
自
分

で
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
事

な
の
は
支
援
が
必
要
な
状
況
を
見
抜
く
力
を

援
助
者
が
持
つ
こ
と
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
今
回
の
実
習
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
将
来
、対
人
援
助
職
に
就
く
の
が
夢

で
す
。
残
り
の
高
校
生
活
の
中
で
携
わ
る
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
で
、心
を
通
わ
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
身
に
付
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

菊池女子高校 社会福祉科３年　城
しろ

下
した

遥
はる

花
か

ことばと想い

生徒体験発表作文
「令和5年度全国福祉高等学校長会第27回総会・研究協議会並びに福祉担
当教員等研究協議会宮城大会」の生徒体験発表作文で、菊池女子高校の
生徒が最優秀賞を受賞しました。受賞した作文を紹介します。

最優秀賞「文部科学大臣賞」

SDGs 未来都市 菊池市わたしたちにできること
市は令和３年5月に内閣府より「SDGs未来都市」に認定されました。
持続可能な（住み続けられる）まちづくりに向けた市の取り組みや
私たちができる身近なことについて、不定期で紹介します。

【問い合わせ先】 SDGs 推進室 ☎0968（41）4488

くるみボタン作り
（菊池女子高校）

平和学習紙芝居の上演
（泗水中学校）

書道パフォーマンス
（菊池高校）

廃材を活用した積み木作り
（菊池青年会議所）

SDGsにつながる小中学校・高校の特色ある取り組みや企業・団体などの活動を知って
もらうため、市ふるさと創生市民広場で11月12日に初めて開催しました。
このイベントは、令和４年の子ども議会で中学生議員が提案したことがきっかけで実現。
ステージ発表をはじめ、体験ブースやフードパントリー、子ども服おゆずり会、市の野菜
や果物を使ったグルメなどがあり、延べ1,200人の来場者で賑わいを見せました。

　菊池北中学校で取り組
んでいるエコキャップ活
動をフェスティバルで協
力してほしいと提案があり、
市役所や公民館など、12
カ所に回収箱を設置。
　当日は、レジ袋いっぱい
のキャップを持って来てく
れた人もいて、１カ月間で
約43kg（約１万8,700個）
が集まりました。ワクチン
21人分相当になります。

　集まったキャップは回収業者を通して寄付され、世
界の子どもたちのワクチンなどに活用されます。

中 では1年間 で１袋
程度なので、こんな

に集まってすごい。これか
らもたくさん集めて、SDGs
を達成したいです。
環境美化委員長
池
いけ

邉
べ

千
ち

有
ゆ

咲
さ

さん（写真㊨）

てればゴミ、集めると
資源になり、人の役

に立つ。北中の活動をもっ
と知ってもらい、活動の輪
を広げたいです。
生徒会長
緒

お

方
がた

咲
さく

良
ら

さん（写真㊧）

　市内の幼稚園・保育園や小中学校をはじめ、市内外
の企業・団体の協力で、約2,500点の子ども服と約
300点の食料品が集まりました。来場者へ配布し、食
料品は午前中になくなり、子ども服は約2,000点が新
しい持ち主の手に渡りました。残りの服はリサイクル
業者を通して海外で活用されます。
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～ 献血にご協力ください ～

問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

と き
①２月19日㈪ 午前9時30分～11時
　　　　　 　午後０時15分～４時
②２月26日㈪ 午前9時30分～正午

ところ ①菊池市役所本庁舎　②泗水支所
内 容 ４００mL 献血

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カード
を持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。
日時や場所が変更になる場合があります
　 最新情報は熊本県赤十字献血セン
ターのホームページでご確認ください。

問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

心と体の健康を保つためには、適度な運動・バランスの取れた食生活・十分
な睡眠が必要不可欠。また、太陽の光を浴びることも重要です。日照時間が
短くなる冬も、太陽の光を取り入れる工夫をしましょう。

今
いま

村
むら

力
りき

斗
と

（中西寺）
岩
いわ

﨑
さき

　昂
こう

（亘）
佐

さ

藤
とう

理
り

汰
た

（菊池平野）
島
しま

津
づ

新
しん

八
ぱち

（北原）
田

た

中
なか

　潤
うる

（東原）
田

た

中
なか

寛
かん

大
だい

（東迫間）
中
なか

尾
お

光
み

織
おり

（北原）
東
ひがし

田
だ

太
たい

昇
しょう

（今）
引
ひき

地
ち

　碧
あお

（袈裟尾）
古
ふる

田
た

　昊
こう

（立石）
古
ふる

田
た

　凪
なぎ

（立石）
宮
みや

路
じ

葵
あお

羽
は

（中町）
西
にし

岡
おか

海
かい

斗
と

（上赤星）
柏
かしわ

木
ぎ

すず（北原）
古

こ

閑
が

　志
ゆき

（高野瀬）

嶋
しま

田
だ

結
ゆ

月
づき

（高野瀬）
石
いし

山
やま

芽
め

苺
い

（神来）
坂
さか

本
もと

桃
もも

香
か

（西郷）
新
にい

生
ぶ

聡
そう

真
ま

（七城松島）
中
なか

川
がわ

彪
あや

斗
と

（薬師）
荒
あら

木
き

ひかる（永）
石
いし

井
い

遥
はる

士
と

（富の原一）
平
ひら

口
ぐち

聖
しょう

真
ま

（富の原一）
松
まつ

岡
おか

洸
こう

多
た

朗
ろう

（高江出分）
宮
みや

本
もと

そら（桜山六）
村
むら

山
やま

仁
じん

一
いち

（竹の下）
油

ゆ

谷
たに

和
かい

弦
と

（高江）
芹
せり

川
かわ

　圭
けい

（富の原東）
右
みぎ

田
た

一
はじ

明
め

（永）
中
なか

野
の

昊
こう

明
めい

（富の原一）

　

ま
た
、日
照
時
間
の
短
さ
に
よ
っ

て
、体
内
時
計
が
乱
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
私
た
ち
の
体
に
は
、睡
眠
・
覚

醒
の
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

体
内
時
計
の
シ
ス
テ
ム
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。
体
内
時
計
は
朝
に
日
の
光

を
浴
び
る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま

す
が
、日
照
時
間
が
短
く
な
る
と
ず

れ
が
生
じ
、体
内
時
計
が
乱
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
朝
起
き

る
こ
と
が
つ
ら
く
な
る
、疲
労
感
や

倦
怠
感
、気
分
の
落
ち
込
み
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
分
の
落
ち
込
み
を

予
防
し
よ
う　

　

で
は
、気
分
の
落
ち
込
み
を
予
防

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
お
す
す
め
の
方
法
を

紹
介
し
ま
す
。

❶
日
光
を
生
活
に
取
り
入
れ
る

　

朝
起
き
た
ら
、曇
り
や
雨
の
日
で

も
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、日
の
光
を
浴

び
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
る

だ
け
起
床
時
間
は
固
定
し
て
、規
則

正
し
い
生
活
を
送
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
朝
一
番
、
決
ま
っ
た
時
間

に
日
光
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

　

日
照
時
間
が
短
い
中
で
も
日
光
を

浴
び
る
時
間
を
な
る
べ
く
増
や
し
、

セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

日
照
時
間
の
短
さ
が
心
に
影
響

　

例
年
１
月
末
か
ら
２
月
初
旬
は
、

１
年
の
中
で
一
番
寒
い
時
期
で
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、な
ん
と

な
く
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
り
、普
段

よ
り
や
る
気
が
出
な
か
っ
た
り
と
い

う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

季
節
に
よ
る
気
分
の
落
ち
込
み
に

は
、冬
場
の
日
照
時
間（
太
陽
が
照
っ

て
い
る
時
間
）の
短
さ
も
影
響
し
て

い
ま
す
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、
菊
池

市
の
２
月
の
日
照
時
間
は
、1
日
約

４
・
９
時
間
。
８
月
は
1
日
約
6
・
4

時
間
で
す
。
比
較
す
る
と
、
2
月
は

8
月
よ
り
1
・
5
時
間
ほ
ど
日
照
時

間
が
短
い
計
算
に
な
り
ま
す
。

冬
は「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」が

少
な
く
な
る
季
節

　

日
照
時
間
が
短
い
と
、「
幸
せ
ホ

ル
モ
ン
」と
呼
ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

の
分
泌
量
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
脳
内
に
あ
る

化
学
物
質
で
、不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
を

減
ら
し
て
、
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
集

中
力
を
高
め
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
目
か
ら
日
光
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
内
で
の

合
成
が
促
さ
れ
る
た
め
、日
照
時
間

が
短
い
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
量
が
少
な

く
な
り
、気
分
の
落
ち
込
み
や
過
眠
、

だ
る
さ
が
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

❷ 

セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
食
事
を

　
取
り
入
れ
る

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の

一
種「
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
」と「
ビ
タ

ミ
ン
B
6
」で
合
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は
、
肉
や
魚
・

卵
・
乳
製
品
・
大
豆
製
品
・
ナ
ッ
ツ

類
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
バ
ナ
ナ
な
ど

に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
B
6
は
、
赤
身
肉
や
鶏
肉
・
牛
レ

バ
ー
・
マ
グ
ロ
・
カ
ツ
オ
・
バ
ナ
ナ
な

ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
意
識

し
て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❸
運
動
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ヨ
ガ
、ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
、一
定
の
リ
ズ
ム
や
呼
吸
で

行
わ
れ
る
動
き
で
も
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

分
泌
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
朝
の
散
歩
は
、朝
日
を
浴
び

て
効
率
的
に
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
合
成
で

き
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

こ
ん
な
状
態
が
続
い
た
ら

要
注
意

　
▼
気
分
の
落
ち
込
み
や
物
事
に
対
す

る
興
味
や
喜
び
が
な
い
▼
食
欲
や
睡

眠
に
異
常
が
あ
る
▼
自
分
を
責
め
、

死
に
た
い
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
状
態

が
長
引
い
て
い
た
ら
要
注
意
で
す
。

　

2
週
間
以
上
続
い
て
い
る
場
合
は
、

決
し
て
無
理
せ
ず
、一
人
で
抱
え
込

ま
ず
に
周
囲
の
人
や
医
療
機
関
、相

談
窓
口
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
は
心
理
士
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

12月の歯科健診で、むし歯がなかったお子さ
んを紹介します。※敬称略。（ ）内の行政区は健診日時点

3歳児健診時「むし歯なし」の子～ 低栄養を予防する食生活 ②  ～
　高齢になると、十分な栄養が取りにくくなります。
必要な栄養素を取るには、偏りなくさ
まざまな食品を取ることが大切。以
下の10の食品群を組み合わせて取
ることで、栄養バランスがよくなります。

毎日、さまざまな食品を取りましょう！
①肉　牛肉、鶏肉、豚肉、ハム、ウインナーなど
②魚　アジ、イワシ、サバ、サケ、イカ、エビなど
③卵　いろいろな調理法で
④大豆・大豆製品　豆腐、納豆、油揚げ、おからなど
⑤牛乳・乳製品　牛乳、ヨーグルト、チーズなど
⑥野菜　ホウレンソウ、ニンジン、トマト、タマネギなど
⑦果物　リンゴ、ミカン、バナナ、カキ、イチゴなど
⑧海藻　ワカメ、ノリ、ヒジキなど
⑨いも　ジャガイモ、サツマイモ、サトイモなど
⑩油　油、バター、ドレッシング、マヨネーズなど

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216

確
定
申
告
に
必
要
な「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」と「
国
民
年
金
源
泉
徴

収
票
」が
送
付
さ
れ
ま
す

■ 

国
民
年
金
保
険
料
は

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

  

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、毎

年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付（
納
付
見
込
を
含
む
）し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

1
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
す
る「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
は
が
き
）が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
2
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

■ 

年
金
受
給
者
に
は

　
「
源
泉
徴
収
票
」が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
に

は
、「
源
泉
徴
収
票
」（
は
が
き
）が
日

本
年
金
機
構
か
ら
１
月
中
旬
よ
り
順

次
送
付
さ
れ
ま
す
。

■
電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

❶ 

社
会
保
険
控
除
証
明
書
を
な
く
し

た
場
合

　

☎
0
5
7
0（
0
0
3
）0
0
4

※ 

0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合

　

☎
03（
6
6
3
0
）2
5
2
5

❷
源
泉
徴
収
票
を
な
く
し
た
場
合

　

☎
0
5
7
0（
05
）1
1
6
5

※ 

0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合

　

☎
03（
6
7
0
0
）1
1
6
5

※ 

電
話
で
再
交
付
を
依
頼
す
る
場
合

は
、手
元
に
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
を
用
意
し
て
、本
人
が

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
6
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
月
額
は
、
前
年
度
よ
り
４
６
０

円
引
き
上
げ
ら
れ
、１
万
６
９
８
０

円
で
す
。

　

令
和
６
年
度
の
納
付
書
は
、日
本

年
金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、納
め
忘
れ
が
な
く

確
実
で
前
納
割
引
制
度
も
あ
り
お

得
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
の
方
法（
要
事
前
申
し
込
み
）

も
あ
り
ま
す
。

　

前
納
額
や
手
続
き
な
ど
の
詳
細

は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

 【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
西
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内「
２
を
押
し
て
２
」
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

図 書 館 公 民 館

令和5年度「菊池市キクロスカレッジ」の
閉講式を行いました。

菊池市キクロスカレッジとは
　「地域のさまざまな課題の解決や活性化に向けて、
地域の有意な人財が専門性を高め、まちづくりリー
ダーとなるための学びの場」として、令和4年度に開
校しました。 
新たなコースも開設
　これまでの「防災」「デジ
タルコンテンツ」「スポーツ」
の3コースに加え、２年目は
新たに「花と緑」と「ワール
ドフレンズ」を開設。約7カ
月のカリキュラムを修了し、
12月16日に中央公民館で
閉講式を行いました。
　キクロスカレッジ学長の
江

え

頭
がしら

実
みのる

市長が、第2期修了
生31人に修了証を授与し、
感謝と励ましの言葉を送り
ました。続いて修了生を代
表して、原

はら

本
もと

和
かず

江
え

さん（防災
マイスターコース）が、感想
や修了後の自らの抱負を力
強く述べました。   
今後、申請した人はマイスターとして活動予定
　申請のあった修了生は、マイスターとして認証・登
録し、市内の学校や施設や団体などからの要請に応じ
て、活動していく予定です。

原本和江さん（写真㊦）
のお知らせ臨 時 休 館

　市立図書館（４館全て）では、図書館システム
入れ替えのため休館します。休館中の本や雑
誌の返却は、ブックポストをご利用ください。

2月19日㈪～29日㈭休館期間

テーマ「想いを伝える」

雷
鳥
社

2

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

1

講
談
社　
青
い
鳥
文
庫

3

岩
波
書
店

4

Ｍ．レイ、Ｈ．Ａ．レイ／作　
福
ふく

本
もと

友
ゆ

美
み

子
こ

／訳

4 おさるのジョージ
　チョコレートこうじょうへいく

　ジョージは工場で何をして
いるのか興味津々。大好き
なバナナクリーム入りのチョ
コレートを見つけて…。

宮
みや

下
した

恵
え

茉
ま

／作 はねこと／絵
3   好きって言って！

　中学2年生の高村結。片
思い中だった同級生の天馬
エンに告白したらOK がも
らえた。と思ったら、突然化
け物が現れて絶体絶命の大
ピンチ!?

唯
ゆい

川
かわ

　恵
けい

／著
1  肩ごしの恋人

　女性であることを武器に
する女と恋にのめり込むの
が怖い女。対照的な二人が
見つけるそれぞれのあり方
と幸せとは。長編恋愛小説。

飯
いい

塚
づか

有
ゆ

紀
き

子
こ

／著　　
　ベーシックなチョコレート
のレシピ。ラッピング方法も
記載されているので、バレン
タインにもおすすめです。

２  やさしいチョコレートの
　お菓子

城
あ
と
の
一
山
染
め
て
冬
紅
葉

小
さ
く
と
も
根
は
ず
つ
し
り
と
冬
の
草

蔓
引
け
ば
山
の
音
す
る
鳥
瓜

枯
菊
を
焚
い
て
残
り
香
惜
し
み
け
り

境
内
を
氏
子
総
出
の
年
用
意

万
句
の
里
俳
句
会  

12
月
句
会

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
取
ら
ん
と
シ
ー
ト
に
叩
く
一
代
雑
種
も
命
は
命

人
里
へ
餌
を
求
め
て
下
り
来
た
る
許
さ
れ
ざ
る
や
猪
の
生
く
術

わ
ず
か
な
る
土
地
に
し
が
み
て
農
に
生
く
我
が
足
跡
の
狭
く
小
さ
き

身
に
た
と
え
み
し
事
も
あ
る
詩う

た

友と
も

の
妻さ

い

君く
ん

逝
け
り
無
常
の
風
ふ
き

料
理
を
ば
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
作
り
い
る
我
は
遅
れ
る
レ
シ
ピ
本
欲
し
い

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

佐
　々
重
弘

緒
方　
寛
子

七
城
短
歌
会  

12
月
詠
草

干
し
柿
の
美
し
い
色
手
に
と
れ
ば
夜
に
皮
む
く
祖
母
の
顕
ち
く
る

赤
き
実
が
幻
の
や
う
散
ら
ば
り
て
野
苺
の
咲
く
参
道
の
辺
に

活
発
な
二
歳
児
逃
げ
る
イ
ス
持
っ
て「
返
し
な
さ
い
」に
直
ぐ
返
し
た
り

山
寺
の
石
段
の
も
と
一
本
の
紅
葉
は
今
を
燃
え
尽
き
て
お
り

ペ
ン
を
捨
て
銃
持
つ
学
徒
の
希
い
た
る
真ま

こ
と実
の
平
和
わ
だ
つ
み
の
こ
え

岩
本
サ
ヨ
子

立
山　
浩
美

緒
方　
悦
子

宮
本　
淑
子

原
口　
裕
子

「
里
」短
歌
会  

12
月
詠
草

日
輪
が
深
紅
に
燃
え
て
沈
み
ゆ
く
明
日
に
希
望
を
つ
な
げ
と
如
く
に

誕
生
日
貰
い
し
花
籠
清
々
し
二
週
た
っ
て
も
微
笑
み
続
く

満
た
さ
れ
ぬ
心
抱
け
ば
野
の
鳥
も
森
閑
と
し
て
冬
に
入
り
ゆ
く

落
ち
葉
踏
む
カ
シ
ャ
カ
シ
ャ
音
は
マ
ラ
カ
ス
に
ハ
ラ
ハ
ラ
散
る
音
協
奏
曲
に

久
々
に
紅
葉
狩
り
を
し
湯
に
つ
か
り
や
っ
と
夫
と
の
時
間
を
過
ご
す

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

山
城　
雅
子

原
川　
初
江

田
中　
遥
子

渓
流
短
歌
会  

12
月
詠
草

何
が
あ
ろ
う
と
恬て

ん

然ぜ
ん

と
し
て
生
き
抜
く
ぞ
朝
日
を
浴
び
て
今
日
も
意
気
高
く

車
窓
よ
り
天
使
の
梯
子
西
に
見
つ
つ
幸さ

い
わひ

来
よ
と
家
路
を
辿
る

手
に
た
ど
る
墓
石
の
傷
は
あ
り
あ
り
と
割
れ
て
転
が
る
あ
の
日
を
見
せ
る

迷
い
つ
つ
生
き
延
び
る
日
も
悪
く
な
い
野
辺
に
座
り
て
山
羊
と
語
ら
う

端
的
な
結け

つ

語ご

さ
が
し
て
秋あ

き

蝶ち
ょ
うは

止
ま
る
温ぬ

く

き
石
の
お
も
て
に

中
川　
愛
子

山
田　
　
博

安
藤　
則
子

小
堀　
久
男

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

１
月
詠
草

丁
寧
に
賀
状
納
め
の
届
き
け
り

忘
却
の
彼
方
に
十
二
月
八
日
か
な

行
く
先
を
川
面
に
託
す
落
葉
か
な

知
り
合
い
の
お
悔
や
み
悲
し
冬
の
夜

し
あ
は
せ
の
重
み
ず
つ
し
り
晩
白
柚

坂
崎
ユ
キ
子

藤
本　
邦
治

五
丁　
義
昭

青
木
ユ
リ
子

藤
本
ア
ツ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

12
月
例
会

冬
来
る
蠍

さ
そ
り

座ざ

真
上
に
輝
け
り

実
千
両
彩
り
添
え
る
狭さ

庭に
わ

か
な

穴
熊
や
一
夜
の
宴
豆
を
引
く

晩
秋
の
漱
石
ゆ
か
り
金
峰
山

神
降
り
て
十
五
の
少
年
秋
に
舞
う

藤
本
け
い
子

中
尾
ヨ
シ
コ

水
上　
玲
子

芹
川　
蓉
子

稗
田　
達
恵

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

12
月
詠
草 加

藤　
妙
子

川
口　
二
子

隈
部　
輝
子

中
路　
郁
子

岩
木　
敬
治撮影：広報
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

221

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
５

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

■市農作業受託料（参考） （10a 当たり消費税込み）

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

差
別
さ
れ
な
い
権
利

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
平ひ

ら
井い

靖や
す

彦ひ
こ

　
2
0
1
6
年
に
川
崎
市
の
出
版
社

が
全
国
の
被
差
別
部
落
の
所
在
地
を

一
覧
に
し
た
書
籍
を
出
版
し
よ
う

と
し
、さ
ら
に
そ
の
リ
ス
ト
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
と
い
う

事
件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

2
5
0
人
以
上
の
人
が
原
告
に
な
り

裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
裁
判

で
、
昨
年
6
月
28
日
、
東
京
高
裁
で

画
期
的
な
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
一
部
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
憲
法
13
条
は
、す
べ
て
国
民
は
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、生
命
、自
由

及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
権
利
を

有
す
る
こ
と
を
、憲
法
14
条
1
項
は
、

す
べ
て
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ

る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
お
り
、

そ
の
趣
旨
に
鑑
み
る
と
、人
は
誰
し

も
、不
当
な
差
別
を
受
け
る
こ
と
な

く
、人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
保
ち
つ

つ
平
穏
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
人
格
的
な
利
益
を
有
す
る
の
で

あ
っ
て
、こ
れ
は
法
的
に
保
護
さ
れ

た
利
益
で
あ
る
。

　

要
約
す
る
と「
憲
法
の
条
文
か
ら

考
え
る
と
、す
べ
て
の
国
民
は
法
の

下
に
平
等
で
あ
り
、人
間
と
し
て
豊

か
で
平
穏
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
権
利
を
有
し
、こ
れ
は
法
的
に

保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、東
京
高

裁
は
被
差
別
部
落
の
リ
ス
ト
が「
不

当
な
扱
い（
差
別
）を
受
け
又
は
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
」も
の
と
し
て
法
的

救
済
が
必
要
だ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

が「
差
別
さ
れ
な
い
権
利
」が
認
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、新
聞
報
道
な

ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、判
決
で
は
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

（
他
人
か
ら
の
暴
露
）と
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト（
自
ら
明
か
す
こ
と
）の
違
い
に

も
言
及
し
て
い
ま
す
。
仮
に
自
分
の

立
場
を
明
ら
か
に
し
て
活
動
を
し
て

い
る
人
の
情
報
で
も
、他
人
が
勝
手

に
公
表
を
す
る
こ
と
は「
不
当
な
扱

い
や
言
動
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、東
京
高
裁
判
決
は
部

落
差
別
に
つ
い
て
か
な
り
深
く
掘
り

下
げ
て
判
決
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
近
畿
地
方
で
開
催
さ

れ
た
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

会
の
あ
る
分
科
会
で
L
G
B
T
Q

＋
の
報
告
が
あ
り
、当
事
者
も
交
え

た
論
議
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
交

わ
さ
れ
た
の
が
生
き
づ
ら
さ（
差
別
）

の
問
題
や「
権
利
」の
問
題
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、参
加
者
の
被
差
別
部

落
の
青
年
が「
被
差
別
当
事
者
と
し

て
の
生
き
づ
ら
さ
や
権
利
侵
害
は

部
落
差
別
と
同
じ
で
す
。
差
別
は
命

の
問
題
な
ん
で
す
」と
部
落
差
別
と

L
G
B
T
Q
＋
の
２
つ
の
差
別
を

つ
な
げ
て
訴
え
ま
し
た
。
会
場
か
ら

は
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
に
認
め
ら

れ
た「
差
別
さ
れ
な
い
権
利
」は
、全

て
の
人
た
ち
に
保
障
さ
れ
る
も
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、今
回
の
東
京
高

裁
判
決
は「
人
権
」を
保
障
し
よ
う

と
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
画
期
的
な

も
の
で
し
た
。

　

現
在
、部
落
差
別
や
L
G
B
T
Q

＋
だ
け
で
な
く
、障
が
い
者
差
別
、

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
や
そ
の
家
族
に

対
す
る
差
別
、水
俣
病
に
関
わ
る
差

別
な
ど
、多
く
の
人
権
課
題
が
社
会

に
存
在
し
て
い
ま
す
。「
菊
池
市
人

権
未
来
都
市
宣
言
」に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
共
有
し
、差
別
の
な
い
菊
池

市
の
実
現
に

力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

菊池市人権
未来都市宣言

（動画）

農
地
の
無
断
転
用
は

法
律
違
反
で
す
。

　
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
ず
に
、

無
断
で
農
地
転
用
を
行
う
と
農
地

法
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、絶
対
に

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

無
断
転
用
で
は
権
利
の
取
得
に

な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、発
見
し
た

場
合
、農
業
委
員
会
が
工
事
の
中
止

を
指
示
し
、元
の
農
地
に
復
元
さ
せ

る
原
状
回
復
命
令
を
出
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

違
反
転
用
者
に
は
、３
年
以
下
の

懲
役
や
３
０
０
万
円
以
下（
法
人
に

対
し
て
は
1
億
円
以
下
）の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
農
地
法
の
罰
則
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　上記の金額は、ほ場整備地区を基準とした受託料です。作業条件
（農地の形状、面積の大小等）及び経済的変動（燃料や資材の高騰など）
を考慮し、お互いの合意の上で決定してください。また、農業委員会
では、農作業受託料に関しましては一切関与いたしません。

作業別 条　件 金　額

耕起 ー   5,500円

代かき ー   9,900円

田植 植え付けのみ   9,900円

防除 １回当たり（薬剤代別）   2,300円

稲収穫
カッター（運搬費含む） 14,850円

倒伏田カッター
（運搬費含む）

上記の2.5割～５割増し
（倒伏状態による）

麦収穫 運搬費含む 10,450円

大豆収穫 運搬費別   8,250円

乾燥 乾燥（米） 2,035円／１俵

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

◆ 絵画連作 ◆

　
う
き
は
市
指
定
文
化
財（
史
跡
）の

正し
ょ
う

平へ
い

塔と
う

は
、吉
井
町
千ち

年と
せ

の
小お

江え

集

落
の
北き

た

新し
ん

川か
わ

沿
い
の
閑
静
な
田
畑
の

中
に
あ
る
石
塔
で
す
。
建
て
ら
れ
た

の
は
正
平
18（
1
3
6
3
）年
。
中
世

の
南
北
朝
時
代
の
こ
と
で
す
。
南
北

朝
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
石
塔
は
福

岡
県
下
で
み
て
も
非
常
に
古
く
貴
重

な
石
造
物
で
す
。

　

塔
を
建
立
し
た
調し

ら
べ

衆し
ゅ
う

一
門
は
、黒く

ろ

木き

助す
け

能よ
し

を
始
祖
と
す
る
星ほ

し

野の

、黒
木
、

川か
わ

崎さ
き

の
三
氏
の
総
称
で
、中
で
も
星

野
氏
は
、耳み

納の
う

山さ
ん

の
複
数
の
山
城
を

拠
点
と
し
て
吉
井
周
辺
を
支
配
し
て

い
ま
し
た
。

　

南
北
朝
の
戦
乱
時
に
は
、肥
後
の

菊
池
氏
と
征
西
将
軍
懐か

ね

良な
が

親し
ん

王の
う

を
奉

じ
南
朝
に
尽
く
し
ま
し
た
。
北
朝
の

武
家
側
と
は
幾
度
も
戦
い
、多
く
の

生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
正
平
14（
1
３
５
9
）年

に
は
、大
規
模
な
戦
い
が
勃
発
し
ま

す
。
関
ヶ
原
合
戦
、川
中
島
合
戦
と

並
ん
で
日
本
三
大
合
戦
と
も
呼
ば
れ

る
大お

お

原は
ら

合
戦（
大お

お

保ほ

原ば
る

合
戦
、
筑
後

川
の
戦
い
）で
す
。筑
後
川
を
は
さ
み
、

両
軍
合
わ
せ
て
10
万
と
も
い
わ
れ
る

大
軍
が
戦
っ
た
こ
の
合
戦
は
、南
朝

方
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
が
、両
軍

最
大
の
激
戦
で
あ
っ
た
た
め
、双
方

と
も
に
多
数
の
戦
没
者
を
出
し
て
の

終
結
と
な
り
ま
し
た
。
南
北
朝
の
動

乱
の
中
、星
野
氏
を
は
じ
め
と
す
る

調
衆
も
、多
く
の
一
族
郎
党
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
塔
に
は
、次
の
よ
う
な
銘
文

と
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は『
法
華
経
』の
一
節
で
、数

多
の
戦
い
で
散
華
し
た
南
北
両
軍
全

て
の
犠
牲
者
の
供
養
を
願
っ
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
塔
に

は
、調
衆
の
平
和
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　巨大な境内を持つ格の高いお寺でしたが、やが
て衰退。それを武

たけ

光
みつ

公が菊池五山を制度として整
えられた時、再興して禅

ぜん

刹
さつ

とし、五山第1位に定めら
れたのです。今は小さくなって無住のお寺になって
いますが、水田となった場所（当時、寺域で歓

かん

喜
き

院
いん

があった）に13代武
たけ

重
しげ

公のお墓が残されています。

輪
わ

足
たる

山
ざん

東
とう

福
ふく

寺
じ

第三章 ～ 菊池氏の信仰～

【場所】亘

正平塔についての詳細
は う き は 市 の ホ ー ム
ページをご覧ください。

 

（
願
わ
く
ば
此
の
功
徳
を
以
て
普あ

ま
ね

く

一
切
に
及
ぼ
し
、我
等
も
衆
生
と
と

も
に
、皆み

な

共と
も

に
佛
道
に
成じ

ょ
う

ぜ
ん
）

ーどんな活動を行いますか？　市民の皆さんが
スマートフォンやデジタル機器を活用し、便利
で豊かな生活ができるように、スマートフォン
教室の実施やデジタル機器の紹介、申請書類
のデジタル化などに取り組みます。地域を活性
化させるために、さまざまな手段を検討し、意
見を求め、デジタル化を推進していきます。
ー菊池の印象は？　とても広く、のどかで温泉
や菊池渓谷などの自然が豊か。公共施設もき
れいで使いやすいです。キクロスの図書館は
蔵書が豊富なので、学生時代から通っています。
ー3年後、菊池をどんなまちにしたいですか？
地域の皆さんとのつながりを大切にしながら、
デジタル化だけでなく、菊池のPRにも取り組
みたいです。市がデジタル化を主導し、全国へ
推進していけるようなまちにしたいです。

ーなぜ菊池の協力隊に？　学生時代に市の地
域未来塾の学習支援員をしていて、学生の学
習意欲の高さに衝撃を受けました。子育てに
も力を入れていることに感銘を受け、私の持っ
ているITスキルを市民へ広めることができれ
ば、情報格差の解消へとつながると考えました。

１月から新しい地域おこし協力隊が着任しました。
プロフィールや活動内容を紹介します。

【問い合わせ先】 情報政策課 ☎0968（25）7249
新たにメンバーが加わりました

を紹介します！

那覇市出 身

　　　　 パソコンや
スマートフォンの操作

特 技

家庭菜園、料理
趣 味

温泉が最高！ 本が好
きなので、キクロス
の図書館もお気に入
りです。

菊池の好きな場所

山
やま

脇
わき

はるかさん

菊池デジタル推進コーディネーター
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問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
便
利
に
申
告

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
で

き
ま
す
。
場
所
を
選
ば
ず
申
告
で
き
る

ｅ-

Ｔａ
ｘ
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
場
内
で
も
原
則
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　
例
年
、
確
定
申
告
時
期
の
相
談
会
場
は
、

大
変
混
雑
し
ま
す
。
会
場
内
で
も
原
則
、

申
告
す
る
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
告

書
を
作
成
し
、
送
信
し
ま
す
。

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
整
理
券

を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
成
済
の
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
は

　
「
入
場
整
理
券
」
は
不
要

❶
会
場
で
の
当
日
配
付

　
午
前
８
時
30
分
よ
り
、
菊
池
税
務
署
の

１
階
に
て
入
場
整
理
券
を
配
付
し
ま
す
。

配
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
場
ま
で
数
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❷
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行

　
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
達
に
追
加
し
、
ト
ー
ク
画
面
の
「
相
談

を
申
し
込
む
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
手
続

き
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
告
期
間　
2
月
16
日
㈮
～
3
月
15
日
㈮

問
菊
池
税
務
署

　
☎（
25
）２
１
２
１

※
自
動
音
声
案
内
で

　
「
2
」
を
選
択　

菊
池
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホームページ

　
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い

る
軽
自
動
車（
50
㏄
な
ど
の
バ
イ
ク
・
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
車
両
も
含
む
）に
、

そ
の
年
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
車
両
が
無
く
使
用
し
て
い
な

く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と

軽
自
動
車
の
廃
車・変
更・移
転

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
給
付
金
は
令
和
5

年
5
月
か
ら
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
申
請

不
要
の
対
象
者
に
は
既
に
支
給
済
み
で

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

対
象
者　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
（
平
成
17

年
4
月
2
日
～
令
和
6
年
2
月
29
日
ま
で

に
出
生
し
た
子
）
の
養
育
者
で
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
世
帯

※
障
害
児
の
場
合
は
平
成
15
年
4
月
2
日

　
以
降
に
出
生
し
た
子

要　
件　

▼ 

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
令
和
５
年

1
月
1
日
以
降
の
家
計
が
急
変
し
、
住

民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
世

帯
▼
令
和
5
年
度
分
の
市
町
村
民
税
均
等
割

　
が
非
課
税
の
世
帯

支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
限　
２
月
29
日
㈭

問
●申
子
育
て
支
援
課

　
☎（
25
）７
２
１
４

ホームページ

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
こ
の
給
付
金
は
令
和
5
年

5
月
か
ら
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
申
請
不

要
の
対
象
者
に
は
既
に
支
給
済
み
で
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

対
象
者
（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

▼
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ

　
り
、
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手

　
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

ホームページ

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
の

開
発
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
市
内
に
は
現
在
、
3
６
０
カ
所
の
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
と
は
地
中
に

埋
蔵
さ
れ
た
状
態
の
文
化
財
で
、
か
つ
て

ど
の
よ
う
な
生
活
が
あ
っ
た
か
を
知
る
手

掛
か
り
と
な
る
大
切
な
財
産
で
す
。

　
開
発
地
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
あ

っ
た
場
合
、
工
事
着
手
の
60
日
前
ま
で
に

文
化
財
保
護
法
に
則
っ
た
届
出
が
必
要
で

す
。
事
前
に
土
地
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

内
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
遺
跡
地
図
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

遺
跡
地
図
照
会
方
法

担
当
課
窓
口
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
照
会
地
の
地
図

　
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課

　
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

ホームページ

令
和
５
年
度
の
注
射
が
済
ん
で

い
な
い
犬
の
飼
い
主
へ

　
令
和
５
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
済

ん
で
い
な
い
犬
の
飼
い
主
は
、
３
月
１
日

㈮
ま
で
に
注
射
を
済
ま
せ
、
３
月
29
日
㈮

ま
で
に
注
射
済
票
の
交
付
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
２
日
㈯
以
降
に
注
射
を
接
種
し
た

場
合
、
令
和
６
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
政
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
さ
れ
た
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど

は
、
現
場
を
確
認
し
応
急
処
置
や
補
修
を

行
い
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

市道の破損

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は

せ
ん
定
・
伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
個
人
の
土
地
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
や
相
続
人
の
管
理
責

任
で
せ
ん
定
・
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
歩
行
者
や
車
の

通
行
支
障
、
事
故
の
原
因
と
な
り
、
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

せ
ん
定
や
伐
採
の
注
意　
電
線
や
電
話
線

が
あ
る
場
所
で
の
作
業
は
、
事
前
に
九
州

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
車
両
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

 

【問い合わせ先】
保険年金課国民健康保険係
☎（25）7218

口座振替を利用している人は、
２月26日㈪に振り替えを行い
ますので、残高の確認をお願い
します。

２月の「税」の納期限
２月２９日㈭

国民健康保険税第８期

新型コロナ
ワクチン

無料接種は令和6年3月31日㈰で終了します

市では令和5年秋開始接種を9月25日から実施しています。接種の無料期間
は3月31日㈰までです。期間中は対象となる全ての人が１人1回、自己負担な
しで接種できます。接種を希望する人は早めに接種をお願いします。

　新型コロナワクチンの接種を初
めて受ける場合、合計２回の接種を
行います。この１・２回の接種を１セッ
トとして「初回接種」といいます。

　ファイザー社での初回接種を完了するには、3月9日㈯までに
1回目を受ける必要があります。２回目の接種は、1回目から通常
3週間の間隔を空けてください。
※ 市内で㈰に接種できる医療機関はありません。初回接種を希望

する人は、早めに市のコールセンターへ電話予約してください

はい
初
回
接
種
が

完
了
し
て
い
ま
す
か
？

最後の接種から
３カ月以上

経ちましたか？

はい

いいえ

いいえ 経過後

初回接種が
受けられます

最後の接種から
３カ月の間隔を
空けてください

秋
冬
の
接
種

（
追
加
接
種
）が

受
け
ら
れ
ま
す

初回接種から３カ月経過後

初回接種とは
　（乳幼児接種を除く）

5歳以上の人が3月30日㈯までに初回接種を終えるには

新型コロナウイルス接種コールセンター ☎0968（25）1184問い合わせ先

課
税
さ
れ
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
な
車
両

が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
変
更
登
録
の

手
続
き
を
、
自
動
車
の
所
有
者
の
名
義
が

変
わ
っ
た
場
合
は
移
転
登
録
の
手
続
き

を
、
15
日
以
内
に
す
る
よ
う
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
軽
三・四
輪
車
に
つ
い
て

　
熊
本
県
軽
自
動
車
検
査
協
会

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
５
８

問
軽
二
輪
・
自
動
二
輪
車
に
つ
い
て

　
九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
６

問 

50
～
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
用

車
、
ミ
ニ
カ
ー
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
６

　
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

　
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と
な

　
っ
て
い
る
人

支
給
額　　
児
童
１
人
当
た
り
5
万
円

申
請
期
限　
２
月
29
日
㈭

問
●申
子
育
て
支
援
課

　
☎（
25
）７
２
１
４
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費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎（25）1000
旭志支所　☎（25）3330
泗水支所　☎（25）2001

菊池市の市外局番
0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

募
集

　
く
ま
も
と
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

選
手
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
▼

県
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は
県
内
の
施

設
、
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
人
▼
４

月
１
日
㈪
現
在
で
13
歳
以
上
の
人
▼
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
▼
知
的
障
が

い
の
あ
る
人
（
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人

ま
た
は
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の

あ
る
人
）
▼
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
（
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人

ま
た
は
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障
が
い
の

第
23
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行

放
送
大
学
４
月
生
募
集

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

　
（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、シ
ニ
ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、

「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」
を
開
校
し
て

い
ま
す
。

　
年
間
40
講
座
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
多
彩
な
講
義
や
学
習
活
動
を
通
し

て
、
新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

入
学
資
格　
県
内
在
住
で
4
月
1
日
㈪
時

点
で
60
歳
以
上
の
人

定　
員　
熊
本
校
1
０
０
人　

　
　
　
　
八
代
校
50
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

募
集
期
限　
３
月
８
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
～
令
和
７
年
３
月
（
毎

週
１
講
座
×
40
回
）

費　
用　
入
学
金　
　
　
５
千
円

　
　
　
　
受
講
料　
１
万
８
千
円

　
　
　
　
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

そ
の
他　
高
齢
支
援
課
に
設
置
し
て
い
る

入
学
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
●申（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

　
空
き
部
屋
が
あ
る
団
地
を
対
象
に
補
充

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
の
募
集
す

る
団
地
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

募
集
団
地　
▼
葉
山
団
地
（
平
屋
・
２
階

建
て
）
▼
音
光
寺
団
地
▼
北
宮
団
地
（
平

屋
・
２
階
建
て
）
▼
中
町
団
地
▼
渕
園
団

地
▼
流
川
団
地
▼
砂
田
団
地
▼
あ
さ
ひ
が

丘
住
宅
▼
岩
本
住
宅
▼
田
島
団
地
▼
朝
日

西
団
地
▼
富
の
原
団
地
（
２
Ｄ
Ｋ
）

募
集
期
間　
2
月
５
日
㈪
～
19
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

※
㈯
㈰
㈷
は
除
く

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。
抽
選
会
は
2
月
29
日
㈭
を
予
定
し

て
い
ま
す

問
●申
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎（
41
）８
１
６
０

令
和
５
年
度
第
３
回
市
営
住
宅

補
充
入
居
者
募
集

■開催競技と会場一覧
　
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
は
、
身
体

障
が
い
者
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
団

体
で
す
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

市
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
会
員
募
集

　
市
商
工
会
で
は
、
市
内
で
新
規
出
店
や

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を
考
え
て
い
る
個

人
や
法
人
に
対
し
て
、
市
商
工
会
館
内
の

ス
ペ
ー
ス
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
貸
し
出
し
や
、
経
営
指
導
な

市
商
工
会
館
で
新
た
な

挑
戦
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
市
役
所
本

庁
舎
で
手
続
き
を
行
う
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
に
、
手
話
通
訳
者

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　
き　
毎
月
第
2
・
4
㈭

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

※
変
更
す
る
場
合
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
の
他　
本
庁
舎
の
周
辺
の
施
設
（
キ
ク

ロ
ス
・
水
道
局
）
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

手
話
通
訳
者
は
1
人
で
す
。
他
の
人
の
通

訳
を
し
て
い
る
間
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

市
役
所
本
庁
舎
窓
口
に
手
話
通

訳
者
を
配
置
し
て
い
ま
す

　
ペ
ッ
ト
を
飼
お
う
と
思
っ
た
と
き
、
保

健
所
や
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
護
犬

や
保
護
猫
を
迎
え
入
れ
る
と
い
う
選
択
肢

新
し
い
家
族
を
待
っ
て
い
ま
す

　
広
報
き
く
ち
1
月
号
の
記
事
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

❶
17
㌻
「
守
り
継
が
れ
る
無
形
民
俗
文
化

財
」

誤　
田
島
一
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る

正　

�

田
島
一
区
、田
島
二
区
、猪
の
目
区
、

岡
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る

❷
21
㌻
「
情
報
つ
う・危
険
物
取
扱
試
験
」

誤　
危
険
物
取
扱
試
験

正　
消
防
設
備
士
試
験
案
内

問 

❶
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

　
❷
防
災
交
通
課　
☎（
25
）７
２
０
３

お
詫
び
と
訂
正

運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
考
え
て
い
る
人
へ 

　
高
齢
運
転
者
（
自
動
車
運
転
免
許
証
返

納
時
点
で
満
65
歳
以
上
）
で
、
自
動
車
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に
対
し
て
、
市

内
共
通
商
品
券
「
め
ぐ
る
ん
券
」（
千
円

相
当
）
も
し
く
は
「
べ
ん
り
カ
ー
／
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
共
通
チ
ケ
ッ
ト
」（
千
円

相
当
）
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）　

▼
菊
池
市
民

▼
１
年
以
内
に
自
動
車
運
転
免
許
証
を
返

　
納
し
た
人

▼
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
時
点
で
満
65

　
歳
以
上
の
人

※
自
動
車
運
転
免
許
証
の
一
部
返
納
は
対

　

�

象
外
。
交
付
は
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

回
限
り

申
請
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
、
ま
た
は
運
転

経
歴
証
明
書
（
写
し
可
）

問
●申
防
災
交
通
課　
☎（
25
）7
２
０
３

あ
る
人
）

※�

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
は
卓
球
競
技
の

み
参
加
可
能

申
込
期
限　
３
月
８
日
㈮

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
条
件
や

出
店
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

募
集
対
象
者　
▼
新
た
に
創
業
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
▼
創
業
し
て
５
年
未
満
の
人

▼
新
た
な
事
業
の
準
備
を
し
て
い
る
人　

※
法
人
も
対
象
で
す

契
約
期
間　
令
和
６
年
は
３
月
中
旬
ま
で

を
予
定

※
契
約
期
間
は
再
選
考
の
う
え
更
新
の
可

　
能
性
も
あ
り
ま
す

出
店
費
用　
月
額
2
千
円
（
税
込
）

※
敷
金
・
礼
金
不
要
水
道
光
熱
費
含
む

問
●申
市
商
工
会
本
所　

　
☎（
25
）１
１
３
１

　
Ⓜkikuchi@

　

kum
ashoko.or.jp

ホームページ

ホームページ

と き 競技名 会　場

4月２１日㈰
水泳 熊本市総合屋内プール（アクアドーム）

フライング
ディスク 熊本市総合屋内プール多目的広場

5月12日㈰ ボッチャ 植木中央公園運動施設体育館

5月19日㈰

陸上 熊本県民総合運動公園陸上競技場
（えがお健康スタジアム）

ボウリング パスカワールド宇土
卓球

（サウンドテーブルテ
ニス除く）

熊本県身体障害者福祉センター
体育館

　
「
医
療
費
通
知
」
を
確
定
申
告
書
に
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
控
除
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
月
上
旬
に
市
国
民

健
康
保
険
の
令
和
5
年
7
月
～
10
月
診
療

分
の
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
・
12
月
の
診
療
分
は
令

和
６
年
4
月
に
発
送
予
定
の
た
め
、
令
和

５
年
分
の
確
定
申
告
期
間
ま
で
に
は
通
知

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
通
知

に
記
載
の
な
い
分
に
つ
い
て
は
、
領
収
書

に
基
づ
い
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
通
知
の
再
発
行
が
必
要
な
場
合

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
●申
保
険
年
金
課　
☎（
25
）７
２
１
８

医
療
費
通
知（
医
療
費
の
お
知

ら
せ
）を
送
付
し
ま
す

が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
譲
渡
対
象
と
な
る
犬
や
猫
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
譲
渡
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。
最
期
ま
で
大
切
に
飼
育
し
て
く
れ
る

人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
菊
池
保
健
所　

　
☎（
25
）４
１
３
５

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
、福
祉
、

経
済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　
３
月
12
日
㈫

　
資
料
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
気
軽
に

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学

　
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６

　
（
３
４
１
）０
８
６
０

や
研
修
旅
行
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
内
の
協
力
店
で
各
種
割
引
な
ど
の

特
典
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
興

味
が
あ
る
人
は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

活
動
内
容　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
陸
上
競

技
、
水
泳
、
カ
ラ
オ
ケ
、
料
理
教
室
な
ど

年
会
費　
２
千
円

問
●申
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
黒く

ろ

田だ　
☎（
24
）５
７
３
２

相
談

　
市
身
体
障
が
い
者
相
談
員
が
手
帳
申
請

や
日
常
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
20
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
福
祉
会
館
2
階
相
談
室

問
●申
市
身
体
障
が
い
者
相
談
員　
黒く

ろ

田だ

　
☎（
24
）５
７
３
２

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
の
相
談
会

ホームページ
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費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

各種証明書発行オンライン申請
ホームぺージから住民票や所得証明など、
各種証明書発行の申請ができます

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎（25）1000
旭志支所　☎（25）3330
泗水支所　☎（25）2001

菊池市の市外局番
0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
習

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報ではありません。
不明な点は各問い合わせ先へご連絡ください

※ 投稿を希望する人は、市ホームページの申し込みフォームから申し込み、
または申込書を直接、市長公室広報交流係へ提出してください

　【申込期間】掲載希望月の前月の1日～10日

と　き　2月18日㈰　午後1時30分～３時
ところ　大津町まちづくり交流センター
対　象　男45歳～59歳、女40歳～59歳（各５人・先着順）
参加費　1,000円(当日徴収) ※別途入会登録費3,000円
必要書類　履歴書、写真3枚(上半身・はがきサイズ)、
　　　　　独身証明書、所得証明書

認定NPO法人はっぴぃ・はっぴぃ ☎070(2632)0160

　今年から｢卓球ジュニアクラブチーム」を発足しました。
卓球が強くなりたい方、自主性を持ちチーム一丸となって
卓球をしませんか。初心者も大歓迎です。
と　き　毎週㈯ 午後6時～7時30分
ところ　LATO BASE（泗水町吉富2778-1）
参加費　2,750円／月

株式会社LaTo ☎080（6901）4320

　自律神経にアプローチするクラスを新設しました。呼吸
瞑想やセルフ整体、足つぼ、ヨガやストレッチなどを組み合
わせた、ゆったりとした内容です。他にも各種
クラスがありますので、気軽にお越しください。
と　き　毎週㈬ 午後１時～２時
ところ　市総合体育館　 参加費　1回520円

総合体育館 ☎0968（25）3001

　毎月第３㈰に九州の山々を登って、自然の美しさや渓谷
の素晴らしさなどを会員みんなで楽しく体感しています。
現在、会員は30人程度です。体力をつけたい、心の安らぎ
を感じたい人など、一緒にさわやかな汗を流しませんか。
年会費　4,０００円（保険料含む）
※各月の参加費（バス代や入浴料など）は実費になります

菊池登山クラブ 春
はる

田
た

 ☎090（1191）6870

幸せさがし『婚活パーティー』 卓球ジュニアクラブ メンバー募集中！

ゆるめて整えるセルフケア 菊池市登山クラブ 会員募集中！

市民の広場

ホームページ

【問い合わせ先】菊池桜マラソン大会事務局
☎0968（25）7234 ※社会体育課内

参加者
募集

と　き

【申込締切】 ２月19日㈪

3月17日㈰ ※小雨決行

■参加費　高校生以上 4,800円、小・中学生 2,000円

■ところ　菊池市ふるさと創生市民広場

▶開会：午前９時10分 
▶スタート：午前9時30分～（各コース順次スタート）

■コース ①ハーフ（市民広場前～斑蛇口湖大橋折り返し）
②10㎞（市民広場前～雪野駐在所折り返し）
③5㎞（県北広域本部前～竜門ダム方面）
④３㎞（県北広域本部前～竜門ダム方面）

■申込方法

https://local-gain.com/
kikuchi-marathon/ こちらから→

専用のホームページからエントリー。

コッコファームプレゼンツ

インスタグラム

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
、
地
域
で
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
を
理
解

す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
要
予
約
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
県
教
育
委
員
会
が
広
く
公
募
、
選
出
し

た
若
手
研
究
者
４
人
が
鞠
智
城
を
対
象
と

し
た
研
究
成
果
を
報
告
し
ま
す
。
今
回
は

事
業
発
足
以
来
、
初
め
て
熊
本
大
学
と
連

携
し
て
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
3
月
10
日
㈰　

　
　
　
　
正
午
～
午
後
5
時

と
こ
ろ　
熊
本
大
学
工
学
部
百
周
年
記
念

館（
熊
本
市
中
央
区
黒
髪
2
丁
目
39
‐
1
）

定　
員　
２
０
０
人
（
先
着
順・要
申
込
）

問
●申
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
☎（
48
）３
１
７
８

鞠
智
城
跡
特
別
研
究

成
果
報
告
会

納
付
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
平
日
の
昼
間
に
金
融
機
関
や
郵
便
局
に

市
税
や
保
険
料
な
ど
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ

る
人
の
た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 　

専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
27
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

２
月
の
内
容

１
日
㈭　
節
分
を
楽
し
も
う

８
日
㈭　
親
子
体
操

15
日
㈭　
遊
戯
室
で
あ
そ
ぼ
う

22
日
㈭　
リ
ズ
ム
あ
そ
び

29
日
㈭　
楽
し
い
音
楽
会

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

楽
し
い
音
楽
会
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演

奏
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す

問
●申
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
崇
城
大
学
の
勝か

つ

野の

眞ま

言こ
と

名
誉
教
授
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
崇
城
大
学
芸
術
学

部
の
学
生
と
子
ど
も
た
ち
が
創
作
活
動
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
掘
り
出
し
た
粘
土
を
使
用
し
、

作
成
し
た
約
２
０
０
点
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

小
中
学
生
作
品
展
・
勝
野
眞
言
作
品
展

と　
き　
～
3
月
17
日
㈰　

と
こ
ろ　
観
光
交
流
館
、
中
央
図
書
館　

※
観
光
交
流
館
の
展
示
期
間
は
２
月
18
日

　
㈰
ま
で

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

あ
お
ぞ
ら
自
然
教
室

「
大
地
の
メ
モ
リ
ア
」作
品
展

　
菊
池
川
流
域
4
市
町
（
菊
池
市
・
玉
名

市
・
山
鹿
市
・
和
水
町
）
は
、
平
成
29
年

度
に
“
米
作
り
、
二
千
年
に
わ
た
る
大
地

の
記
憶
～
菊
池
川
流
域
「
今
昔
『
水
稲
』

物
語
」
～
”
が
日
本
遺
産
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
2
月
13
日
の
「
日

本
遺
産
の
日
」
に
ち
な
み
、
関
連
文
化
財

の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
2
月
1
日
㈭
～
３
月
15
日
㈮　

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館　

問
生
涯
学
習
課

　
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

日
本
遺
産
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
セ

ク
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
要

予
約
。

と　
き　
２
月
16
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
介
護
を
し
て
い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ

分
か
り
合
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
忙
し
い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

と　
き　
２
月
22
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
ミ
ニ
講
話
、
座
談
会
な
ど

問
高
齢
支
援
課　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

と　
き　
２
月
26
日
㈪
～
29
日
㈭

　
　
　
　
～
午
後
８
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
債
権
管
理
課

4
月
か
ら
の
納
付
相
談
夜
間
窓
口

　
毎
月
25
日
～
月
末
の
期
間
中
に
予
約
が

あ
っ
た
場
合
の
み
開
設
し
ま
す
。
詳
し
く

は
２
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
債
権
管
理
課
徴
収
・
相
談
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

菊池川流域
日本遺産

ホームページ

申し込みフォー
ムはこちらから

　
菊
池
高
校
西
側
の
「
わ
い
ふ
一
番
館
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
２
月
の
展
示
内
容
で
す
。

■
吊
る
し
び
な
展
示
会

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
吊
る

し
び
な
の
展
示
で
す
。

と　
き　
２
月
6
日
㈫
～
３
月
10
日
㈰

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
24
）７
２
３
２

わ
い
ふ
一
番
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
高
校
生
が
地
域
課
題
解
決
や
菊
池
川
流

域
を
「
元
気
に
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表・報
告
す
る「
地

域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
高
校
生
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
2
月
18
日
㈰　
午
前
11
時
～

※
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
は
午
後
0
時
20
分
～

と
こ
ろ　
和
水
町
中
央
公
民
館
（
玉
名
郡

和
水
町
江
田
３
８
８
３
番
地
１
）　　
　

問
「
菊
池
川
流
域
の
恵
み
」
体
験
協
議
会

山や
ま
　
も
と本　
☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

菊
池
川
流
域
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト・

地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と　
き　
２
月
20
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
２
階
２
０
４
会
議
室

 

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

【問い合わせ先】 
菊池女子高校
☎0968（25）3032

vol.114

市内３高校の魅力を伝えます！

　２年生が学級園で育てた野菜（カブ、コマツナなど）
を収穫しました。「野菜パーティーをしたい」という
児童たちの希望で、地元の食生活改善推進員の皆
さんと「カブの納豆和え」と「冬野菜の胡麻和え」に
挑戦。たくさんの愛情を込めて育てた野菜と地域
の皆さんの温かさが詰まった料理の味は最高でした。

12月20日
分で育てた野菜はおいしいな！自

旭志小学校

６人の食生活改善推進員の皆さんに優しく教えてもらいました。と
てもおいしかったです。ありがとうございました

　６年生が地域の人たちとモルックで交流を深めま
した。市社会体育課やスポーツ推進委員協議会か
ら指導に来てもらい、最後までチームで協力しなが
ら楽しむことができました。また、３年生は深川フラ
ワーズの皆さんと菊作りに挑戦。大輪の美しい菊
を咲かせることができ、みんな感動していました。

12月15日
れからも地域との交流を大切にこ

菊之池小学校

児童たちは交流をとおして地域とつながり、さまざなま体験がで
きています。地域に見守られながら成長していることに感謝します

　１・２年生が、地域の人と交流する「ふれあいタイ
ム」でおはじきやけん玉など、10種類の昔遊びを
体験しました。見事な秋晴れの下、笑顔の花も満開。
児童からは「教えてもらってうれしかった」「また遊
びに来てください」といった感謝の言葉が並び、地
元の温かさに触れた素敵な時間となりました。

11月2日
遊びで地域の皆さんと交流昔

泗水小学校

地域の人からは「懐かしさやうれしさが生まれ、幸せな時間でした」
「感想文はわが家の宝にします」など、うれしい感想がありました

旭志中学校
域に感謝。学習の成果を発表地 11月10日

生徒会長の森
もり

蓮
れん

さんは「みんなで練習を頑張った。地域の伝統を
受け継ぐことの大切さが改めて分かった」と話していました

　各学年の劇や合唱の後、FES STAGEを実施しま
した。「ふるさと再発見」をテーマに、7月から「円通
寺太鼓」「湯舟神楽」「ほたる夜想曲」の班ごとに分
かれて、地域の人から指導を受け、その成果を披露。
後半は、生徒有志によるバンド演奏があり、生徒や
保護者、地域の人と一緒に盛り上がりを見せました。

七城中学校
金色の稲穂が実りました！黄 10月17日

昨年12月の給食には収穫した米やもち米を使ったメニューが登場。
後期の後半には収穫祭を開き、餅つきをする予定です

　本校では毎年米作りに取り組んでいます。稲は７
月の田植えから順調に育ち、全校生徒による稲刈り
の日を迎えました。晴天の下、地域の勤労生産指導
員の他、ＰＴＡ役員や保護者の皆さんに協力しても
らいながら、持参したノコギリ鎌で刈り取り、うるち
米ともち米を合わせて1,000㎏ほど収穫できました。

　

12
月
4
日
、本
校
で
韓
国
ゴ
ス
ペ
ル
グ

ル
ー
プ「
オ
ン
ギ
ジ
ャ
ン
イ
」の
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
オ
ン
ギ
ジ
ャ
ン
イ
の
美
し
い
歌

声
を
聴
き
、そ
の
後
、ソ
プ
ラ
ノ
・
テ
ノ
ー

ル
・
ア
ル
ト
・
バ
ス
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、

発
声
方
法
を
メ
ン
バ
ー
か
ら
指
導
し
て
も

ら
い
、全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
交
流
会
で
は
、生
徒
が
振
り
袖

の
着
付
け
や
お
点
前
、日
本
剣
道
形
、バ
ト

ン
演
技
を
披
露
し
た
他
、韓
国
語
で
行
っ

た
ス
キ
ッ
ト
の
発
表
を
見
て
、メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
文

化
に
触
れ
、
共

有
し
、
認
め
合

う
こ
と
で
平
和

な
共
生
社
会
を

実
現
す
る
一
歩

に
な
る
と
、
深

く
学
ん
だ
一
日

で
し
た
。

国
を
代
表
す
る
料
理
や
保
護
者
の
カ
レ
ー

や
豚
汁
の
他
、コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
お
客

さ
ん
も
会
場
に
色
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
、
来
場
者
、
地
域
の
人
々
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
２
日
間
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
の
協
力
の
下
、無
事
に
開
催
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
皆
さ
ん
の
様
子
や
紙
面
で
お
伝

え
で
き
な
か
っ
た
内

容
は
、本
校
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

今
年
は
11
月
18
日
に
市
ふ
る
さ
と
創
生

市
民
広
場
で「
ス
テ
ー
ジ
部
門
」、19
日
に

「
バ
ザ
ー
部
門
」
と
２
日
間
の
学
園
祭
と

な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
で
は
、恒
例
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー「
菊
女
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

や
集
団
行
動
、
応
援
団
演
舞
を
行
い
、
本

校
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
タ
レ
ン
ト
の
中
華
首

藤
さ
ん
の
軽
快
な
司
会
で
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、バ
ト
ン
部

コ
ー
チ
の
米よ

ね

岡お
か

宝た
か
ら

先
生
が
世
界
大
会
の
演

技
を
披
露
し
た
他
、モ
ン
ゴ
ル
出
身
で
馬

頭
琴
奏
者
の
マ
イ
ラ
ス
さ
ん
が
美
し
い
演

奏
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
部
門
の
最
後
は
、こ
の
日
の

た
め
に
作
成
し
た
蛍
う
ち
わ
を
持
ち
、「
蛍

夜
想
曲
保
存
会
」の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
全

員
で
踊
り
ま
し
た
。
会
場
が
一
つ
と
な
っ

た
瞬
間
は
と
て
も
幻
想
的
で
し
た
。

　

今
年
は
令
和
２
年
熊
本
豪
雨
災
害
の
発

生
か
ら
継
続
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
毎
月

通
っ
て
い
た
球
磨
村
神
瀬
地
区
の
皆
さ
ん

21
人
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ

復
旧
途
上
中
。
こ
の
ご
縁
を
こ
れ
か
ら
も

つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
４
年
ぶ
り
の
バ
ザ
ー
開
催
に

生
徒
は
大
喜
び
で
、カ
フ
ェ
や
お
化
け
屋

敷
、
ゲ
ー
ム
屋
さ
ん
な
ど
、
各
ク
ラ
ス
趣

向
を
凝
ら
し
、楽
し
み
な
が
ら
出
店
し
て

い
ま
し
た
。
市
在
住
の
外
国
人
に
よ
る
各

　

12
月
2
日
に
第
14
回
「
話
し
て
み
よ
う

韓
国
語
ス
キ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
熊
本
大

会
が
熊
本
学
園
大
学
で
開
催
さ
れ
、
普
通

科
２
年
の
石い

し

松ま
つ

姫ひ
め

愛あ

さ
ん
・
黒く

ろ

川か
わ

愛あ
い

加か

さ

ん
ペ
ア
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ッ
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
「
お
ま
つ

り
の
食
べ
物
」。
韓
国
語
が
驚
く
ほ
ど
流

暢
な
２
人
は
韓
国

語
に
興
味
を
持
ち
、

独
学
で
勉
強
し
て

い
ま
し
た
。
韓
国

語
同
好
会
の
先
生

か
ら
も
指
導
し
て

も
ら
い
、
の
び
の

び
と
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

オンギジャンイの皆さん

インスタグラム

お花見お茶会を
開催予定です
　 今 年 も 授 業 で
学んだお点前を披
露する茶会を３月
に予定しています。
一緒に春を感じま
せんか。詳細はイ
ンスタグラムやホ
ームページでお知
らせします。
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

秋吉住職は「多くの人に見てもらい、菊池を盛り上げたい」と期待し
ています。問0968（25）4030

　廣現寺（秋
あき

吉
よし

顕
けん

誓
せい

住職）の本堂に、今にも動き出しそうな
2体の竜が出現し、見る人を圧倒しています。西南戦争で焼
失した本堂の天井には雲龍図があったと伝わっていて、竜
を復活させようと同寺が計画し、職人の手で制作されました。

本堂に巨大な竜が出現
12月13日　廣現寺（隈府）

生徒の前でゴスペルを歌う「オンギジャンイ」の皆さん

　菊池女子高校でクリスマスコンサートが開催され、韓国
のゴスペルグループ「オンギジャンイ」が歌声を披露しまし
た。生徒たちは着物やお茶など、日本の伝統文化でおもて
なしし、交流を深めました（詳細26㌻）。

生徒が韓国のゴスペルグループと交流
12月4日　菊池女子高校

増永さんは「瓦施工の技術を未来につなぐために、今後も活動して
いきたいです」と話しました

　エコ・マスナガ（旧増永瓦工業所・大琳寺）の増永洋代表が
「（一社）全日本瓦工事業連盟」から感謝状を授与され、報
告のため市役所を訪れました。これは長年に渡り、瓦に関す
る技術の継承と後継者育成を評価されたものです。

増
ます

永
なが

洋
ひろし

さんが表彰
12月15日　全日本瓦工事業連盟

写真㊤ 上西寺区では公民館が
建て替えられました
写真㊧ 神来区の公民館に整備
された無線放送システム。その
他、エアコンが設置されました

　宝くじの社会貢献広報事業として、一般社団法人自治総
合センターのコミュニティ助成整備事業で、神来区と上西寺
区に公民館や無線放送システムなどが整備されました。安
全確保やコミュニティ活動の活性化が期待されます。

宝くじの助成金で施設を整備
12月20日・25日　宝くじ助成金事業

徳
とく

永
なが

耕
こう

一
いち

代表取締役㊨は「ご縁を機に、引き続き菊池市の定住促進
を支援していきたい」と話しました

　ジスコ不動産㈱（長崎県諫早市）が、市に企業版ふるさと
納税を寄付しました。地方創生プロジェクトへ寄付を行った
場合に税控除が行われる仕組みで、寄付金は子育て世代移
住支援事業へ活用していきます。

企業版ふるさと納税を寄付
12月13日　ジスコ不動産㈱

品が選定されました。優秀賞の作品はホーム
ページでご覧いただけます。 ホームページ→

この「税に関する作品」は児童・生徒の皆さんに、税の正しい知識と
関心を高めてもらうことを目的として毎年開催されています

　菊池地区納税貯蓄組合連合会が主催する作品表彰式が
市文化会館で開催されました。中学生作文の部・標語の部、
小学生書道の部に菊池郡市の小中学校から約3,100点の
応募があり、本市から14人が入賞しました。

税について、正しい知識と関心を
11月15日　菊池地区納税貯蓄組合連合会

「未来の社会と自分について考える」のテーマ通り、生徒たちは未来
の社会に自身がどう関わっていくかをスピーチしました

　未来のリーダーを育てる目的で、昨年夏に開催された「プ
ラチナ未来人財育成塾@二子玉川」に参加した市の代表生
徒８人が菊池市役所で報告会を行いました。著名な講師の
講演を聞き、それぞれの考えを発表しました（関連10・11㌻）。

未来に向けて。中学生が参加報告
12月15日　プラチナ未来人財育成塾

いただいた非常食パンは、災害発生時に住民の皆さんに提供する予
定です

　㈱リョーユーパン（福岡県大野城市）の北
きた

村
むら

俊
しゅん

策
さく

会長が市
に災害時の非常食となる備蓄用パン3,000個を寄贈。昨今、
九州で災害が多発していることから、北村会長が地域社会
に貢献したいと市に贈られました。

災害備蓄用の「非常食パン」を寄贈
12月13日　㈱リョーユーパン

永
なが

田
た

佳
よし

子
こ

社長㊧は「これからも地域のために貢献していきたい」と話
しました

　市は㈱KDS菊池自動車学校と包括連携協定を締結しまし
た。同社は日本語が分かる外国人を雇用し、外国人向けに交
通安全教室を実施しています。協定には防災対策や多文化
共生社会の推進などを盛り込み、地域活性化に取り組みます。

外国人の交通安全に向けて市と連携
12月13日　㈱KDS菊池自動車学校

　菊池市の身近な自慢の風景を募集したところ、４６点の応
募がありました。投票と審査で最優秀賞２作品、優秀賞４作

応募作品46点の中から入賞作が決定。最優秀賞２点を紹介します
１０月１６日　第９回身近な風景自慢フォトコンテスト

『桜よ今年も、ありがとう。シアワセだよー』 『私の住む街～菊池～』
山
やま

田
だ

隆
たか

博
ひろ

さん（七城松島） 山
やま

口
ぐち

碧
あ

海
み

さん（戸豊水）

撮
影
場
所
：
菊
池
公
園

撮
影
場
所
：
市
ふ
る
さ
と
創
生
市
民
広
場

　市内の中小企業・小規模事業者や顧客を対象とした「事業
承継連携支援 kick offセミナー」を菊池グランドホテルで
開催しました。参加者は、事業承継を契機とした経営改善や
事業承継の必要性などを学びました。

官民連携で事業承継をサポート
11月6日　次代へ繋ぐ経営力向上セミナー

第1部は、神奈川県の鶴巻温泉
にある老舗旅館「元湯陣屋」４代
目女将の宮

みや

﨑
ざき

知
とも

子
こ

さん㊨をお招
きし、基調講演を開催しました。
市商工会では、市内事業所を対
象に事業承継個別相談会を行っ
ています。問0968（25）1131
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市長からのメッセージ

江頭  実vol.118

◆
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
は
大
き
な

被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
祈
り
、一日
も
早
い
復
旧
復
興
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
本
市
も
近
日
中
に
輪
島
市
に
応
援
職
員

を
派
遣
す
る
な
ど
、全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
こ
う
し
た
年
初
の
つ
ら
い
出
来
事
の一方
で
、う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
本
市
に
舞
い
込
み
ま
し
た
。
移
住

希
望
者
向
け
の
専
門
月
刊
誌
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

の
特
集
記
事
「
２
０
２
４
年
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」で
、本
市
が
「
全
国
３
～
５
万
人
ク
ラ

ス
」に
お
い
て
若
者
世
代・単
身
者
部
門
３
位
、子
育

て
世
代
部
門
４
位
、シ
ニ
ア
世
代
部
門
９
位
と
、３

部
門
で
全
国
ベ
ス
ト
10
入
り
を
果
た
し
た
の
で
す（
県

内
の
ラ
ン
ク
イ
ン
は
本
市
の
み
）。
ま
た
人
口
規
模

に
よ
ら
な
い
地
域
別
全
市
ベ
ー
ス
で
も
、「
北
部
九

州
地
域
」に
お
い
て
各
部
門
と
も
同
様
の
順
位
と
な

り
ま
し
た（
県
内
で
は
、
熊
本
市
の「
若
者
世
代
10

位
」の
み
）。
◆
こ
の
順
位
は
、実
は
読
者
の
人
気
投

票
で
は
な
く
、各
自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
誘
致

策
や
補
助
制
度
な
ど
を
専
門
誌
が
点
数
化
し
評
定

し
た
も
の
。
本
市
で
は
10
年
前
か
ら
こ
れ
に
取
り
組

み
、毎
年
弱
点
を
改
善
し
て
着
実
に
順
位
を
上
げ
な

が
ら
の
今
回
の
３
部
門
ベ
ス
ト
10
入
り
。
感
慨
も
ひ

と
し
お
で
す
。
◆
も
ち
ろ
ん
、本
当
の
ゴ
ー
ル
は
実

際
の
移
住
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
。
各
市
の
成
功

事
例
を
研
究
し
な
が
ら
、さ
ら
な
る
改
善
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
周
辺
で
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

進
出
を
契
機
と
し
て
住
宅
ニ
ー
ズ
が
急
増
中
で
あ
り
、

昨
秋
、
本
市
独
自
の
住
宅
誘
導
・
促
進
ゾ
ー
ニ
ン
グ

を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
発

表
は
ま
さ
に
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
追
い
風
。
格

好
の
Ｐ
Ｒ
材
料
と
し
て
移
住
者
増
加
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
目
指
せ
！�

人
口
増
。

目指せ！ 人口増

休日在宅当番医
※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください

菊池郡市医師会ホームページ　→

これまでの記事はホームページで見ることができます。
ホームページ→「市長室へようこそ」→「市長メッセージ」

2月23日
㈮㈷

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

西本真生堂薬局 泗水店 菊池市 0968（38）7031

2月25日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

みずの内科・血圧心臓クリニック（循内・内）合志市 096（248）3355

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

北川歯科医院 菊陽町 096（232）4418

3月3日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

さかぐち消化器・内科クリニック（消内・内）菊陽町 096（292）3800

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

にじの森歯科クリニック 菊陽町 096（339）8118

3月10日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

いさかり歯科口腔クリニック 合志市 096（247）1771

2月4日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

２月11日
㈰

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

ながた歯科 合志市 096（321）6787

2月12日
㈪㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

大津中村整形外科（整） 大津町 096（293）8888

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

2月18日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

ひかりヶ丘眼科・内科医院（内・眼） 合志市 096（348）6305

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

林歯科医院 菊池市 0968（24）4182

申込期限　２月10日㈯ ※窓口は13日㈫まで
申込方法　市長公室または各支所の広報担当まで申
し込んでください。ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

令和６年３月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真
を募集しています! （先着24人）

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
子ども用の本やおもちゃも
ありますので、気軽にお立
ち寄りください。

施設から一言
女性・母親の視点で、地元
熊本の新鮮なお肉を使った
おいしくて安全なものづく
りを行っています。お母さ
んのココロに出会えるお肉
屋さんです。

美容室 きらら ママトコキッチン

木柑子１４９３-２
☎0968（24）6068

七城町蘇崎1310-3
☎0968（41）5091

㈫～㈰ 午前９時～午後６時
　　　　　午前11時～午後９時
※年末年始は休業

　　　　  授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳の場、おむつ交換
の場、ミルク用のお湯の提供

利用時間 利用時間

利用内容 利用内容

専用フォーム

村
むら

田
た

蒼
そ

空
ら

ちゃん（大琳寺）

2歳 R4年2月5日生まれ

ね
ぇ
ね
、い
つ
も

あ
り
が
と
う
😊
♡

福
ふく

山
やま

瑠
る

依
い

ちゃん（北原）
1歳 R5年2月17日生まれ

じ
ぃ
じ
♥
ば
ぁ
ば
♥

ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
♥

は
る
ね
ち
ゃ
ん
大
好
き

中
なか

野
の

泰
たい

誠
せい

ちゃん（花房台）

2歳 R4年2月1日生まれ

お
ね
え
ち
ゃ
ん

だ

～

い
す
き
♥

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
♥

宮
みや

本
もと

萌
め

生
い

ちゃん（上西寺）
2歳 R4年2月2日生まれ

じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん

ま
た
遊
ん
で
ね
!

坂
さか

本
もと

民
みん

秀
す

ちゃん（桜山三）

3歳 R3年2月17日生まれ

大
き
く
な
っ
た
ら

ト
ラ
ク
タ
ー
に

な
り
た
い
！

堤
つつみ

　柚
ゆず

輝
き

ちゃん（東原）
2歳 R4年2月8日生まれ

ゆ
い
姉
ち
ゃ
ん

大
好
き
♥

井
いの

口
くち

楓
かい

絃
と

ちゃん（桜山六）

3歳 R3年2月7日生まれ

お
と
ー
た
ん
、

お
か
ー
た
ん

大
好
き
♥

原
はら

田
だ

莉
り

凪
な

ちゃん（深川）
1歳 R5年2月13日生まれ

真
凪
お
姉
ち
ゃ
ん

だ
ー
い
す
き
♥

木
き

佐
さ

木
き

瑛
よう

大
だい

ちゃん（富出分）

1歳 R5年2月22日生まれ

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
！

仲
なか

光
みつ

春
は

陽
る

ちゃん（野間口）
2歳 R4年2月25日生まれ

じ
じ
、ば
ば
、大
好
き
！

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♥

高
たか

本
もと

花
は

菜
な

ちゃん（北原）

2歳 R4年2月23日生まれ

あ
こ
ね
ぇ
ね
大
好
き
♥

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う

山
やま

本
もと

　初
うい

ちゃん（野間口）
3歳 R3年2月20日生まれ

ゆ
う
ち
ゃ
ん
、

か
な
ち
ゃ
ん
、た
く
さ

ん
あ
そ
ぼ
う
ね
♥

大
おお

友
とも

善
ぜん

登
と

ちゃん（野間口）

2歳 R4年2月15日生まれ

あ
ー
ち
ゃ
ん
、

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

だ
ー
い
す
き
♥

狩
か

野
の

七
なな

星
せ

ちゃん（亘）
3歳 R3年2月11日生まれ

3
歳
に
な
っ
た
よ
！

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♥
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